
 

 

 

 

第 ７ 回 

 

 

熊本県議会 

 

建設常任委員会会議記録 
 

 

平成29年３月14日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会 中 

 

 

場所 第 ３ 委 員 会 室 



第７回 熊本県議会 建設常任委員会会議記録（平成29年３月14日) 

 - 1 - 

 

   第 ７ 回   熊本県議会  建設常任委員会会議記録 

 

平成29年３月14日(火曜日) 

            午前９時59分開議 

            午後０時21分閉会 

――――――――――――――― 

本日の会議に付した事件 

議案第33号 平成29年度熊本県一般会計予

算 

議案第38号 平成29年度熊本県港湾整備事

業特別会計予算のうち 

議案第39号 平成29年度熊本県臨海工業用

地造成事業特別会計予算のうち 

議案第40号 平成29年度熊本県用地先行取

得事業特別会計予算 

議案第45号 平成29年度熊本県流域下水道

事業特別会計予算 

報告事項 

① 下請企業の表彰制度について 

② くまもと生活排水処理構想の改訂

(案)について 

③ 川辺川ダムに関する最近の状況に

ついて 

平成28年度建設常任委員会における取り組

みの成果(案)について 

――――――――――――――― 

出席委員(７人) 

        委 員 長 山 口   裕 

        副委員長 田 代 国 広 

        委  員 坂 田 孝 志 

        委  員 西 山 宗 孝 

        委  員 松 村 秀 逸 

        委  員 山 本 伸 裕 

        委  員 中 村 亮 彦 

欠席委員(なし) 

委員外議員(なし) 

――――――――――――――― 

説明のため出席した者 

 土木部 

        部  長 手 島 健 司 

総括審議員兼 

河川港湾局長 鈴 木 俊 朗 

       政策審議監 原     悟 

      道路都市局長 松 永 信 弘 

      建築住宅局長 田 邉   肇 

        監理課長 藤 本 正 浩 

            用地対策課長 西 浦 一 義 

    土木技術管理課長 緒 方 進 一 

      道路整備課長 上 野 晋 也 

      道路保全課長 長 井 英 治 

      首席審議員兼 

都市計画課長 宮 部 静 夫 

      下水環境課長 丸 尾   昭 

        河川課長 村 上 義 幸 

        港湾課長 亀 崎 直 隆 

        砂防課長 原 田 高 臣 

        建築課長 清 水 照 親 

        営繕課長 井 手 秀 逸 

        住宅課長 上 妻 清 人 

――――――――――――――― 

事務局職員出席者 

     議事課課長補佐 下 﨑 浩 一 

     政務調査課主幹  池 田 清 隆 

――――――――――――――― 

  午前９時59分開議 

○山口裕委員長 おはようございます。 

 それでは、ただいまから第７回建設常任委

員会を開会いたします。 

 まず、本委員会に８名の傍聴の申し出があ

りましたので、これを認めることといたしま

す。 

 それでは、本委員会に付託されました議案

について審査を行います。 

 まず、付託議案について執行部の説明を求
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めた後に、一括して質疑を受けたいと思いま

す。 

 なお、執行部からの説明については、効率

よく進めるため、着座のまま簡潔にお願いい

たします。 

 まず初めに、手島土木部長から総括説明を

お願いいたします。 

 

○手島土木部長 今定例県議会に提案してお

ります土木部関係の議案について御説明いた

します。 

 今回提案しております議案は、平成29年度

当初予算関係議案５件でございます。 

 まず、平成29年度当初予算の概要について

御説明いたします。 

 一般会計の予算額は1,046億1,700万円余、

対前年度比130.4％を計上しております。 

 特別会計は、港湾整備事業特別会計、臨海

工業用地造成事業特別会計、用地先行取得事

業特別会計及び流域下水道事業特別会計の４

つの特別会計合計で83億1,300万円余、対前

年度比116.0％を計上しております。 

 土木部の一般会計及び特別会計を合わせた

予算総額は1,129億3,100万円余、対前年度比

は129.2％となります。 

 次に、歳出予算の主な内容について御説明

いたします。 

 県政史上最大の被害をもたらした熊本地震

などからの速やかな復旧、復興を図るため、

昨年12月に策定した熊本復旧・復興４カ年戦

略の４つの取り組みの方向性ごとに展開して

まいります。 

 まず、安心して住み続けられる「すまい」

が確保できるよう、被災宅地の復旧、自立再

建住宅や災害公営住宅の建設支援、住宅の耐

震化を促進するとともに、土砂災害から住民

の生命、財産を保護するため、土砂災害防止

施設整備の推進や警戒区域外への移転を支援

してまいります。 

 次に、熊本の基盤を再生し、未来の礎を築

くため、引き続き、全ての道はくまもとに通

じるという考えのもと、幹線道路ネットワー

クの整備を進めてまいります。 

 地域高規格道路である熊本天草幹線道路に

ついては、大矢野バイパスや本渡道路の早期

完成に向け、整備を進めます。 

 また、公共土木施設の早期復旧に加え、災

害時における九州の縦軸、横軸のリダンダン

シーとなる中九州横断道路や九州横断自動車

道、南九州西回り自動車道、有明海沿岸道路

(Ⅱ期)の整備を促進してまいります。 

 さらに、熊本都市圏東部地域については、

県道熊本高森線などの整備など、熊本地震か

らの創造的復興のシンボルとなるまちづくり

を支援してまいります。 

 このほか、熊本駅周辺地域のポテンシャル

向上と民間開発の促進によるにぎわい創出を

目的とした在来線の高架化を平成29年度中に

完了いたします。 

 次に、県内の木材需要を創出するため、木

造設計アドバイザーを派遣する制度の活用を

推進するとともに、伝統木造建築物に係る熊

本独自の設計指針を策定いたします。 

 また、建設業界や教育機関と連携し、建設

産業への理解の促進や魅力の発信を行い、県

内建設産業の人材確保、育成を促進してまい

ります。 

 次に、熊本港、八代港のゲートウエー化を

進め、世界とつながる熊本の創造を目指すと

ともに、八代港においては、年間70隻以上の

クルーズ船寄港及び世界最大級のクルーズ船

寄港を実現するための港湾機能の向上に取り

組んでまいります。 

 また、今後の災害に備え、熊本港、八代港

における耐震強化岸壁の早期整備により、災

害時の支援活動の拠点としての機能を確保す

るとともに、人流、物流の機能向上を図って

まいります。 

 以上が熊本復旧・復興４カ年戦略に基づい

た土木部における歳出予算の主な内容でござ
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います。 

 その他報告事項につきましては、下請企業

の表彰制度についてほか２件を御報告させて

いただきます。 

 以上、議案の概要等を総括的に御説明申し

上げましたが、詳細につきましては担当課長

から説明いたしますので、御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

 今後とも、各事業の推進に積極的に取り組

んでまいりますので、委員各位の御支援と御

協力をよろしくお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 次に、付託議案について関

係課長から順次説明をお願いします。 

 

○藤本監理課長 監理課でございます。 

 最初に、資料の確認をお願いいたします。 

 平成29年度当初予算に係る建設常任委員会

説明資料(平成29年度当初予算関係)が１冊、

その他報告事項としまして３件の報告資料を

準備しております。また、平成29年度主要事

業及び新規事業一覧と平成29年度公共事業等

費用負担調書については、参考としてお配り

をしておりますので、後ほどごらんいただけ

ればと思います。 

 それでは、お手元の建設常任委員会説明資

料により説明をさせていただきます。 

 まず、１ページをお願いいたします。 

 平成29年度当初予算資料でございます。 

 まず、上から２段目の前年度当初予算額等

ですが、ここに記載の予算額は、昨年の知事

選及び熊本地震の関係から骨格予算、６月及

び９月の肉づけ予算額の計となっておりま

す。 

 それでは、１段目の本年度予算額でござい

ますが、土木部の当初予算総額は、合計欄に

記載しておりますとおり1,129億3,100万円余

で、対前年度比129.2％となっております。

その内訳としまして、左から、一般会計の普

通建設事業につきましては、補助事業が462

億4,300万円余、県単事業が220億5,200万円

余、直轄事業が102億8,800万円余となってお

ります。 

 次に、災害復旧事業につきましては、補助

事業が153億7,300万円余、県単事業が１億円

となっております。投資的経費計としまして

は940億5,700万円余で、対前年度比133.8％

となっております。次に、消費的経費につき

ましては105億6,000万円余で、対前年度比

105.9％となっております。一般会計計とし

ましては1,046億1,700万円余で、対前年度比

130.4％となっております。 

 次に、その右の特別会計につきましては、

港湾整備事業特別会計、臨海工業用地造成事

業特別会計、用地先行取得事業特別会計及び

流域下水道事業特別会計の４つの特別会計の

合計としまして、投資的経費が30億円余、消

費的経費が53億1,200万円余となっておりま

す。特別会計計としましては83億1,300万円

余で、対前年度比116.0％となっておりま

す。 

 一般会計及び特別会計の合計といたしまし

ては、右端の合計欄のとおり、1,129億3,100

万円余となります。 

 次に、２ページをお願いいたします。 

 平成29年度当初予算総括表でございます。 

 一般会計及び特別会計ごとに、課ごとの本

年度当初予算額、前年度当初予算額等、比較

増減額及び右側に本年度当初予算額の財源内

訳を記載しております。 

 表の最下段の土木部合計の欄でございます

が、国支出金が360億3,600万円余、地方債が

431億5,800万円余、その他が203億3,800万円

余、一般財源が133億9,800万円余となってお

ります。 

 以上が土木部全体の予算額の状況でござい

ます。 

 次に、３ページをお願いいたします。 

 このページ以降、各課の当初予算の詳細を

記載しております。 
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 なお、説明欄には、通常もしくは熊本地震

関連と、それぞれ分けて内容を記載しており

ます。 

 それでは、監理課の予算について説明をさ

せていただきます。 

 まず、１段目の職員給与費でございます。 

 職員の給与費につきましては、２月補正予

算と同様に、職員給与費または事業費の職員

給与費として、３ページ以降、全ての課に出

てまいりますので、監理課から代表して説明

をさせていただき、各課からの説明は割愛さ

せていただきます。 

 監理課関係分としましては４億5,900万円

余を計上しております。記載はしておりませ

んが、土木部全体としては57億7,300万円余

を計上しております。 

 次に、４段目の管理事務費でございます。

３億6,900万円余を計上しております。 

 主なものとしましては、熊本地震関連で、

県外からの派遣職員の人件費に係る負担金を

計上しております。以降、本負担金について

は、関係各課においても同様に所要額を計上

しておりますので、各課からの説明は割愛さ

せていただきます。 

 なお、記載しておりませんが、土木部全体

としましては４億7,600万円余を計上してお

ります。 

 次に、７段目の土木行政情報システム費で

ございます。9,700万円余を計上しておりま

す。これは通常分で、ＣＡＬＳ／ＥＣ事業

(電子入札システム)に要する経費でございま

す。 

 ４ページをお願いいたします。 

 ２段目の建設業費でございますが、2,400

万円余を計上しております。これは通常分

で、建設業許可事務関係等に要する経費でご

ざいます。 

 次に、５段目の建設産業支援事業費でござ

います。4,100万円余を計上しております。

これは通常分で、主なものとしましては、建

設産業における若手技能者の雇用促進に要す

る経費、若手技術者等の育成支援に要する経

費、イメージアップ戦略に要する経費、新分

野進出の支援に要する経費となっておりま

す。 

 以上、監理課の一般会計の予算額は、合計

で10億5,200万円余でございます。 

 監理課からの説明は以上です。よろしくお

願いいたします。 

 

○西浦用地対策課長 用地対策課でございま

す。 

 資料の５ページをお願いいたします。 

 主なものについて説明いたします。 

 ３段目の収用委員会費でございますが、

4,300万円余を計上しております。これは、

収用委員７名の報酬と収用委員会が実施する

物件調査等に要する経費でございます。 

 一般会計の予算額は、最下段に記載のとお

り、合計で１億3,300万円余となります。 

 続きまして、６ページをお願いいたしま

す。 

 用地先行取得事業特別会計でございます。 

 この用地先行取得事業特別会計は、公共用

に供する土地を特別会計を使ってあらかじめ

取得し、後年度に一般会計において買い戻す

制度です。事業を円滑に推進するためには、

早期の用地取得を行うことが重要であり、都

市計画法等に基づき、地権者からの買い取り

請求に対応する義務も生じますので、この制

度を活用するものです。 

 １段目の道路新設改良費は、熊本天草幹線

道路・本渡道路の用地補償費として６億円、

３段目の街路事業費は、熊本高森線の用地費

として８億円、合わせて14億円を計上してお

ります。 

 用地対策課は以上でございます。よろしく

お願いします。 

 

○緒方土木技術管理課長 土木技術管理課で
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ございます。 

 ７ページをお願いいたします。 

 土木技術管理課分は、全て通常分でござい

ます。 

 まず、上から３段目の土木業務推進費とし

て1,400万円余を計上しています。これは、

土木部職員の技術力向上を図るための研修費

負担金と県内建設技術者に対する建設業に関

する技術及び業務の研修委託費でございま

す。 

 次に、上から５段目の土木行政情報システ

ム費として5,900万円余を計上しておりま

す。これは、工事の発注、監督、検査及びこ

れらの進行管理に必要な土木積算システム、

工事進行管理システム、電子納品・情報交換

共有システムに関する維持管理費等でござい

ます。 

 以上、最下段のとおり、土木技術管理課の

平成29年度当初予算は１億8,900万円余でご

ざいます。 

 土木技術管理課は以上でございます。よろ

しくお願いいたします。 

 

○上野道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 ９ページをお願いいたします。 

 主な事業を御説明いたします。 

 まず、上から３段目の国直轄事業負担金で

すが、38億6,800万円余を計上いたしており

ます。これは、九州中央自動車道及び国道３

号などの整備を行う国直轄の道路事業に対す

る県負担金でございます。 

 なお、国道３号、57号、208号には、南九

州西回り自動車道などの高規格道路が含まれ

ております。 

 次に、最下段の道路改築費ですが、23億

6,300万円余を計上しております。これは、

地域高規格道路の熊本天草幹線道路の整備に

要する経費でございます。 

 続きまして、10ページをお願いいたしま

す。 

 １段目の単県道路改築費ですが、21億900

万円余を計上しております。通常分として、

県道郡浦網田線ほか80カ所の整備を予定して

おります。また、熊本地震関連として、国が

ことし夏の開通を目指している南阿蘇村の長

陽大橋を通り、阿蘇市赤水方面に向かうルー

トとなる県道河陰阿蘇線の整備を予定してお

ります。 

 ２段目の地域道路改築費ですが、103億

7,900万円余を計上しております。通常分と

して、国道443号ほか99カ所について整備を

予定しております。また、熊本地震関連とし

て、被災した道路の代替路や緊急輸送道路の

機能強化を図るため、国道325号ほか４カ所

の整備を予定しております。この国道325号

の費用は、新阿蘇大橋に係る経費の一部であ

ります。  

 なお、新阿蘇大橋の完成時期につきまして

は、国から県へ連絡があっておりませんでし

たが、本日、熊本日日新聞に掲載されており

ます。 

 次に、最下段の道路施設保全改築費の橋り

ょう補修分ですが、21億100万円余を計上し

ております。通常分として、国道325号大津

１号橋ほか97カ所の実施を予定しておりま

す。また、熊本地震関連として、緊急輸送道

路上の橋梁について耐震対策を行うため、国

道266号蓍町橋ほか４カ所の耐震設計を予定

しております。 

 続きまして、11ページをお願いいたしま

す。 

 上から２段目の単県橋りょう補修費です

が、４億5,000万円余を計上しております。

これは、比較的小規模な橋梁の補修、補強等

を行う経費で、国道445号第二小谷橋ほか27

カ所を予定しております。 

 上から５段目の地方道路整備臨時貸付金元

金ですが、２億5,900万円余を計上しており

ます。これは、道路事業の地方負担の一般財
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源を対象として、平成20年度から平成23年度

に無利子で借り入れた分の償還金でございま

す。 

 以上、道路整備課の平成29年度当初予算額

は、最下段のとおり、219億6,000万円余とな

ります。 

 最後に、工事に伴う債務負担行為の設定を

２カ所お願いしております。 

 １つ目は、９ページの最下段、道路改築費

の国道324号第二天草瀬戸大橋の下部工工事

でございます。２つ目は、10ページの上から

２段目、地域道路改築費の国道266号望薩峠

４号橋の上部工工事でございます。 

 道路整備課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○長井道路保全課長 道路保全課です。 

 資料の13ページをお願いします。 

 当初予算について、主なものを説明いたし

ます。 

 まず、１段目の道路橋りょう総務費で12億

600万円余を計上しております。 

 このうち、上から３段目の道路管理費は、

道路損害賠償責任保険などの管理事業や道路

台帳補正などの道路調査事業等に要する経費

で、3,400万円余を計上しています。 

 次に、下から３段目の道路維持費で47億

600万円余を計上しています。このうち、下

から２段目の単県道路災害防除費につきまし

ては、落石対策等の防災対策工事に要する事

業で、熊本地震関連の２億1,600万円余を含

めまして６億4,000万円余を計上していま

す。 

 最下段の単県道路修繕費は、施設修繕や道

路パトロール、街路樹の剪定、除草などを行

うための経費で、熊本地震関連の6,100万円

余を含めまして34億9,300万円余を計上して

います。 

 次に、14ページをお願いします。 

 １段目の単県道路環境整備事業費は、沿道

景観や緑化環境、将来のメンテナンスコスト

を重視した植栽構造の改善を行うための経費

で、２億1,100万円余を計上しています。 

 ２段目の単県交通安全施設等整備事業費

は、通学路などの歩道整備や道路案内標識の

整備を行うための経費で、熊本地震関連の

3,000万円余を含めまして４億1,300万円余を

計上しています。 

 次に、３段目の道路新設改良費で110億

3,000万円余を計上しています。このうち、

最下段の道路舗装費は、舗装補修事業、側溝

整備事業、旧道移管事業を行うための経費

で、熊本地震関連の８億7,400万円余を含め

まして19億7,900万円余を計上しています。 

 次に、15ページをお願いします。 

 １段目の道路施設保全改築費は、道路災害

防除事業、交通安全施設等整備、舗装補修な

どを行うための経費で、熊本地震関連の19億

8,200万円余を含めまして94億5,400万円余を

計上しています。 

 以上、最下段のとおり、道路保全課の平成

29年度当初予算総額は169億4,300万円余とな

ります。 

 道路保全課は以上です。よろしくお願いい

たします。 

 

○宮部都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 資料の17ページをお願いいたします。 

 主なものについて御説明いたします。 

 ４段目の景観整備推進費でございますが、

2,800万円余を計上しております。これは、

緑化景観対策や民間施設の緑化推進などに要

する経費でございます。 

 下から４段目の公園維持費でございます。

１億9,000万円余を計上しております。これ

は、テクノ中央緑地や水俣広域公園などの管

理委託等に要する経費でございます。 

 18ページをお願いいたします。 

 １段目の都市計画調査費でございますが、
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6,700万円余を計上しております。これは、

都市計画の決定、変更に向けた調査、検討に

要する経費でございます。 

 ２段目の連続立体交差事業費でございます

が、24億3,500万円を計上しております。こ

れは、ＪＲ鹿児島本線等の高架化工事に要す

る経費でございまして、部長の冒頭の説明に

もありましたとおり、平成29年度中には熊本

駅部の高架化が完了する予定でございます。 

 次に、下から３段目の街路整備事業費でご

ざいます。20億1,000万円余を計上しており

ます。これは、都市計画道路の整備に要する

経費でございまして、その主な内訳としまし

て、通常費として、長洲玉名線や南部幹線等

に７億5,300万円余を、熊本地震関連とし

て、県道熊本高森線、都市計画道路名が益城

中央線でございますが、その整備に12億

5,600万円余を計上しております。益城中央

線につきましては、先週の金曜日、３月10日

でございますが、事業認可を取得することが

できました。早期完成に向け、測量、設計調

査、用地取得等を行ってまいります。 

 最下段の都市公園整備事業費でございます

が、５億5,500万円余を計上しております。

これは都市公園の整備等に要する経費でござ

いまして、その主な内訳としまして、通常費

として、熊本県民総合運動公園ほか２カ所の

改修に４億1,100万円余、そして熊本地震関

連として、広域防災拠点として機能強化を図

るため、運動公園内のえがお健康スタジアム

及びパークドームの耐震機能等の調査、検討

を行います。その経費として１億200万円を

計上しております。 

 19ページをお願いいたします。 

 ３段目の地方道路整備臨時貸付金元金の償

還金として1,900万円余を計上しておりま

す。これは、平成21年度から23年度に国から

無利子で借り入れた分の償還でございます。 

 以上、最下段にありますとおり、都市計画

課の平成29年度当初予算の総額は56億1,800

万円余でございます。 

 都市計画課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○丸尾下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 下水環境課は、一般会計と流域下水道事業

特別会計に分かれておりますので、まず一般

会計から、主なものについて御説明いたしま

す。 

 資料の21ページをお願いいたします。 

 上から２段目の公害防止指導費でございま

すが、通常分1,300万円余を計上しておりま

す。これは、生活排水対策に係る普及啓発や

維持管理、指導等に要する経費でございま

す。 

 上から４段目の一般廃棄物等対策費では、

浄化槽整備事業の通常分２億1,100万円余と

熊本地震分7,400万円余で、計２億8,700万円

余を計上しております。これは、いずれも浄

化槽の設置者に補助を行う市町村に対する補

助でございます。 

 資料の22ページをお願いいたします。 

 上から３段目の団体営農業集落排水事業費

でございますが、通常分で２億700万円余を

計上しております。また、下から２段目の漁

業集落環境整備事業費でございますが、通常

分で9,100万円余を計上しております。これ

らは、市町村実施事業に対する国からの交付

金を一旦県が受け入れ、再交付する間接補助

に要する経費でございます。改築更新の時期

を迎える施設があり、前年度に比べて大きく

ふえているところでございます。 

 資料の23ページをお願いいたします。 

 下から３段目の特別会計繰出金は、通常分

で３億5,700万円余を計上しております。こ

れは、流域下水道事業特別会計における公債

費等の財源充当のための繰出金でございま

す。 

 以上、一般会計の総額は、資料の最下段に
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ありますとおり10億8,400万円余でございま

す。 

 次に、流域下水道事業特別会計の主なもの

について御説明いたします。 

 なお、流域下水道においては、熊本地震関

連分はなく、全て通常分でございます。 

 資料の24ページをお願いいたします。 

 本県では、３つの流域下水道事業を管理運

営しております。そのうちの１つ、熊本市、

合志市及び菊陽町を対象とする熊本北部流域

下水道事業として、上から３段目に維持管理

費９億7,700万円余を、上から６段目に建設

費交付金事業３億600万円を計上しておりま

す。建設費については、施設の耐震対策に係

る費用と今後の施設のライフサイクルコスト

の低減を目的としたストックマネジメント計

画の策定に要する経費でございます。 

 あさぎり町など上球磨４町１村を対象とす

る球磨川上流流域下水道事業として、下から

２段目に維持管理費２億3,900万円余を、資

料の25ページの上から２段目に、建設費交付

金事業２億5,300万円余を計上しておりま

す。建設費については、施設の耐震対策に係

る費用とストックマネジメント計画の策定に

要する経費等でございます。 

 次に、八代市、宇城市及び氷川町を対象と

する八代北部流域下水道事業として、上から

４段目に維持管理費２億5,100万円余を、下

から３段目に建設費交付金事業１億2,600万

円余を計上しております。この建設費につい

ては、施設の耐震対策に係る費用と改築更新

に係る費用でございます。 

 また、下から２段目の建設費単独事業

1,000万円余は、河川改修工事による橋梁つ

けかえに伴う仮設の下水管工事に係る費用で

ございます。 

 資料の26ページをお願いいたします。 

 一番上の段に元金６億300万円余を、上か

ら２段目に利子１億2,800万円余を計上して

おります。これは、平成29年度に償還が見込

まれる下水道事業債等の公債費でございま

す。また、上から４段目に一般会計繰出金

1,100万円余を計上しておりますが、これ

は、過年度に一般会計から借り入れた借入金

の一部と熊本北部浄化センターで発電した電

気のグリーン電力価値の売却益を一般会計に

繰り出すものでございます。 

 以上、流域下水道特別会計の総額は、一番

下の段にありますとおり、29億4,800万円余

でございます。 

 最後に、工事に伴う債務負担行為の設定で

ございます。 

 資料の25ページの上から２段目の球磨川上

流流域下水道建設費(交付金事業)の一番右の

説明欄をごらんください。水処理施設の電気

設備の改築更新等のため、平成30年度に２億

8,700万円を限度額とする債務負担行為の設

定をお願いするものでございます。 

 下水環境課は以上でございます。よろしく

お願いいたします。 

 

○村上河川課長 河川課です。 

 資料の27ページをお願いします。 

 まず、１段目の河川海岸総務費で60億900

万円余を計上しています。 

 主な内訳ですが、上から４段目の国直轄事

業負担金で33億8,300万円余を計上していま

す。これは、国が施行する河川改修事業等の

県負担金です。 

 次に、２つ下の段の河川海岸維持修繕費で

４億3,500万円を計上しています。これは、

河川及び海岸施設の点検や維持修繕に係る費

用です。熊本地震による影響範囲を密に点検

する必要があるため、前年度より増額してい

ます。 

 次に、下から２段目の河川掘削事業費で７

億6,800万円余を計上しています。これは、

河川に堆積した土砂の掘削を行う費用です。

阿蘇地域では、地震と豪雨による斜面崩壊が

多数発生しており、白川等への土砂流入が依
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然として続いているため、増額して対応いた

します。 

 続きまして、28ページをお願いします。 

 ３段目の河川改良費で93億4,300万円余を

計上しております。 

 主な内訳として、次の段の河川改修事業費

で28億2,100万円余を計上しています。これ

は交付金事業で、白川ほか15カ所の改修費用

です。 

 次の段の河川激甚災害対策特別緊急事業費

で37億4,600万円余を計上しています。これ

は、熊本広域大水害で被災した白川と黒川の

家屋浸水被害の軽減対策を行う費用で、必要

額を計上しています。 

 次に、下から２段目の堰堤改良費で４億

5,000万円を計上しています。これは、市房

ダムほか２カ所の設備更新を行うものです。 

 最下段の河川等災害関連事業費で４億

2,100万円余を計上しています。これは、道

路等の災害復旧事業とあわせて行う改良復旧

工事に要する費用です。 

 続いて、29ページをお願いします。 

 ２段目の単県河川災害関連事業費で13億

6,100万円余を計上しています。これは、地

震等で被災し、補助災害復旧事業で復旧を行

う箇所に隣接する箇所の改修や補強工事を行

うことで、一連区間の治水機能の確保や再度

災害防止を図るためのものです。 

 続きまして、４段目の海岸保全費で４億

7,700万円余を計上しています。これは、交

付金事業及び県単独事業で、海岸保全施設の

整備や老朽化対策等を行うための費用です。 

 続きまして、下から２段目の水防活動費で

3,600万円余を計上しています。これは、水

位計や雨量計など水防観測機器等の運用、保

守点検などを行う費用です。 

 続きまして、30ページをお願いします。 

 １段目の河川等補助災害復旧費で151億

6,900万円余を計上しています。 

 主な内訳ですが、３段目の過年発生国庫補

助災害復旧費で140億3,500万円余を計上して

おります。これは、昨年発生した道路や河川

等の公共土木施設補助災害の２年目の復旧費

用です。 

 また、次の段の現年発生国庫補助災害復旧

費で９億3,000万円余を計上しています。こ

れは、公共土木施設災害の復旧費用で待ち受

け費用となります。 

 以上、平成29年度の河川課の当初予算合計

は、最下段のとおり、311億3,500万円余とな

ります。 

 最後に、工事に伴う債務負担行為の設定を

２件お願いしております。 

 １つ目は、28ページ最下段の河川等災害関

連事業費で、県道御船甲佐線田口橋の改良復

旧工事として、平成30年度までの２カ年の工

事を行うものです。また、２つ目は、30ペー

ジ３段目の過年発生国庫補助災害復旧費で、

県道八代不知火線横江大橋ほか６カ所の橋梁

災害復旧工事として、２カ年の工事を行うも

のです。 

 河川課は以上です。よろしくお願いしま

す。 

 

○亀崎港湾課長 港湾課でございます。 

 資料の31ページをお願いいたします。 

 港湾課関係では、一般会計、港湾整備事業

特別会計、臨海工業用地造成事業特別会計が

ございます。 

 まず、一般会計から、主なものについて御

説明いたします。 

 ４段目の海岸諸費ですが、これは、排水施

設等の海岸施設の維持管理費で、1,100万円

余を計上しております。 

 次に、下から３段目の港湾建設費として52

億3,100万円余を計上しております。 

 主な内訳は、次の段の海岸高潮対策事業費

で２億8,000万円余を計上しております。こ

れは、通常分として、八代港海岸ほか２港及

び熊本地震関連として百貫港海岸ほか１港に
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おきまして、津波・高潮発生時に備え、海岸

堤防等の海岸保全施設の防災機能を確保する

ための調査及び改修を行うものでございま

す。 

 32ページをお願いします。 

 上から３段目の国直轄事業負担金でござい

ますが、熊本港、八代港において国が実施す

る事業の県負担金として20億6,700万円余を

計上しております。 

 ５段目の単県港湾整備事業費で10億4,200

万円を計上しております。これは、右側の説

明欄にありますように、単県港湾維持浚渫事

業として、通常分で長洲港ほか３港及び熊本

地震関連で、熊本港におきまして、泊地や航

路のしゅんせつ事業を実施するほか、港湾利

活用促進事業として、八代港における既設ガ

ントリークレーンの移設やクルーズ船寄港時

の夜間照明等に要する費用でございます。 

 その次の段の港湾補修事業費で14億300万

円余を計上しております。これは、通常分と

して八代港ほか11港及び熊本地震関連として

熊本港ほか２港において、港湾施設の改良、

補修、修築等を行うものでございます。 

 次に、下から３段目の空港管理費として２

億7,100万円余を計上しております。これ

は、空港管理運用、空港消防、気象観測な

ど、天草空港の管理運営費として１億9,400

万円余、老朽化した設備の修繕や機器更新な

どの修繕費として7,600万円余でございま

す。 

 33ページをお願いします。 

 上から２段目の過年度発生国庫補助災害復

旧費として１億7,700万円余を計上しており

ます。これは、熊本港ほか２港における熊本

地震で被災しました港湾施設等の災害復旧に

要する費用でございます。 

 次に、上から４段目の港湾整備事業特別会

計繰出金で、港湾整備事業特別会計における

起債償還の財源に充てるために、一般会計か

らの繰出金としまして10億700万円余を計上

しております。 

 以上、港湾課の一般会計として、最下段の

とおり、69億9,400万円余を計上しておりま

す。 

 続きまして、34ページをお願いします。 

 港湾整備事業特別会計について御説明しま

す。 

 １段目の施設管理費として６億2,200万円

余を計上しております。 

 内訳は、２段目の施設管理費で４億3,900

万円余を計上しております。これは、右側説

明欄に記載のとおり、各港の管理事務所等に

おきます施設管理諸費として２億8,200万円

余、クルーズ船寄港時に港湾管理上必要とな

る警備業務等を行うための経費として5,800

万円余などでございます。 

 次に、３段目の港湾修築費として１億

8,300万円余を計上しております。これは、

港湾施設の維持修繕を行うものでございま

す。 

 次に、５段目の県管理港湾施設整備事業費

で６億7,000万円を計上しております。これ

は、八代港の物流拠点の機能向上を図るため

のガントリークレーンの設置とコンテナター

ミナル整備に要する費用でございます。 

 次に、下から４段目に、公債費としまし

て、起債償還の元金と利子を合わせまして25

億1,800万円余を計上しております。 

 下から３段目の一般会計繰出金でございま

すが、一般会計からの借入金の償還として１

億300万円余を計上しております。 

 以上、港湾整備事業特別会計については、

最下段のとおり、39億1,400万円余を計上し

ております。 

 続きまして、臨海工業用地造成事業特別会

計について御説明いたします。 

 35ページをお願いします。 

 １段目の熊本港臨海用地造成事業費として

5,000万円を計上しております。これは、熊

本港周辺海域における漁業の振興を図るた
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め、漁場の整備や稚魚の放流等を行うもので

ございます。 

 以上、臨海工業用地造成事業特別会計につ

きましては、最下段のとおり、5,000万円を

計上しております。 

 港湾課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○原田砂防課長 砂防課でございます。 

 資料の37ページをお願いします。 

 上から４段目の砂防費で71億7,400万円余

を計上しております。 

 主な事業を御説明いたします。 

 まず、上から５段目の通常砂防事業費で５

億1,700万円余を計上しております。これ

は、八代市妙見川ほか12カ所において、土砂

災害防止のための砂防堰堤等の整備に要する

経費でございます。 

 次に、下から３段目の急傾斜地崩壊対策事

業費で９億8,000万円余を計上しておりま

す。これは、御船町下鶴地区ほか27カ所にお

いて、崖崩れ災害防止のための擁壁工等の整

備に要する経費でございます。 

 次に、38ページをお願いします。 

 上から４段目の国直轄事業負担金で９億

6,800万円余を計上しております。これは、

川辺川流域及び熊本地震により大規模斜面崩

壊が発生した阿蘇大橋地区において、国が施

行する直轄事業に対する県負担金でございま

す。 

 次に、下から４段目の災害関連緊急急傾斜

地崩壊対策事業費で９億6,200万円余を計上

しております。これは、28年度に採択を受け

た災害関連地域防災崖崩れ対策事業に係る29

年度の事業費で、崩壊した崖地における擁壁

工等の整備を行う市町村に対して助成する経

費でございます。 

 次に、下から２段目の地すべり激甚災害対

策特別緊急事業費で８億8,200万円を計上し

ております。これは、南阿蘇村高野台地区ほ

か１カ所において、熊本地震により地すべり

が発生した箇所におけるのり面工等の整備に

要する経費でございます。 

 次に、最下段の火山砂防事業費で15億

1,600万円余を計上しております。これは、

阿蘇市浜宮川ほか27カ所の火山地域における

砂防堰堤工の整備や阿蘇山の火山噴火警戒避

難対策に要する経費でございます。 

 39ページをお願いします。 

 以上、最下段のとおり、砂防課の平成29年

度当初予算額は76億700万円余となります。 

 砂防課は以上でございます。よろしくお願

いします。 

 

○清水建築課長 建築課でございます。 

 41ページをお願いします。 

 主なものにつきまして御説明します。 

 ３段目のくまもとアートポリス推進費でご

ざいますが、2,000万円余を計上しておりま

す。これは、アートポリス事業の企画、運営

及びアートポリス建築展の開催等に要する経

費でございます。 

 ５段目の建築基準行政費でございますが、

８億4,800万円余を計上しております。これ

は、建築基準の指導等に要する経費並びに熊

本地震関連として木造戸建て住宅に対する耐

震診断士の派遣等に要する経費でございま

す。 

 下から２段目の宅地開発対策費でございま

すが、6,400万円余を計上しております。こ

れは、宅地開発の指導等に要する経費並びに

熊本地震関連として大規模盛り土造成地等の

調査に要する経費でございます。 

 最下段のがけ地近接等危険住宅移転事業費

でございますが、2,500万円を計上しており

ます。これは、熊本地震関連として、土砂災

害危険住宅移転促進事業等に対する市町村補

助に要する経費でございます。 

 次の42ページをお願いします。 

 １段目の市街地環境整備促進費でございま
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すが、6,100万円余を計上しております。こ

れは、民間建築物のアスベスト改修を促進す

るため、既存建築物に関するデータベースの

整備等に要する経費でございます。 

 以上、建築課分としまして、最下段のとお

り、13億7,300万円余を計上しております。 

 建築課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○井手営繕課長 営繕課でございます。 

 資料の43ページをお願いいたします。 

 ４段目の営繕管理費ですが、４億4,300万

円余を計上しております。これは、外壁や防

水改修などの小規模な工事で、県有施設の保

全改修等に要する経費でございます。 

 以上、営繕課分としまして、最下段のとお

り、６億5,900万円余を計上しております。

 営繕課は以上です。よろしくお願いいたし

ます。 

 

○上妻住宅課長 住宅課でございます。 

 資料の45ページをお願いいたします。 

 １段目の住宅管理費でございますが、９億

7,400万円余を計上しております。 

 主なものですが、３段目の公営住宅維持管

理費としまして７億9,300万円余を計上して

おります。これは、県営住宅の維持管理に要

する経費でございまして、指定管理者への委

託料や市町村交付金などでございます。 

 次に、下から４段目の住宅建設費でござい

ますが、88億8,400万円余を計上しておりま

す。 

 主なものですが、次の46ページをお願いい

たします。 

 １段目の公営住宅ストック総合改善事業費

といたしまして８億1,400万円余を計上して

おります。これは、県営住宅を有効活用する

ため、計画的な改修に要する経費でございま

す。 

 次に、３段目の高齢者向け優良賃貸住宅供

給促進事業費としまして２億400万円余を計

上しております。これは、高齢者向け住宅に

対する家賃や整備費補助に要する経費でござ

います。 

 今回、激甚災害の指定を受けた市町村へ民

間事業者が建設するサービスつき高齢者向け

住宅の立地を促進するため、熊本地震関連と

して20戸分を計上しております。 

 次に、４段目の住宅再建支援費といたしま

して5,000万円を計上しております。これ

は、熊本地震で被災した住宅の再建等に係る

既往債務残高の利子相当分の補助に要する経

費でございます。 

 次に、５段目の災害公営住宅整備事業費と

いたしまして78億円を計上しております。こ

れは、市町村からの受託により実施する災害

公営住宅の整備に要する経費300戸分でござ

います。 

 以上、住宅課の平成29年度当初予算額は、

最下段のとおり、98億5,900万円余を計上さ

せていただいております。 

 住宅課は以上でございます。よろしくお願

いいたします。 

 

○山口裕委員長 以上で執行部からの説明が

終わりました。 

 質疑を受けたいと思います。 

 ただいまの執行部の説明について質疑はあ

りませんか。 

 

○坂田孝志委員 まず、先ほど、道路整備課

長かな、おっしゃった、熊日さんも来ておら

れるんですが、熊日報道ですたいね、あの橋

か。あのことは、国交省から県にはまだ正式

にはないんですか。 

 

○上野道路整備課長 道路整備課でございま

す。 

 今回の工事の工期については、国交省から

の連絡はあっておりません。 
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○坂田孝志委員 なら、熊日さんの独自取材

でされたのか、国交省がリークされたかわか

りませんが、あれは代行工事なんでしょう。

県が主体的にするものを国交省に、こういう

大きな被害だから、そっちのほうでやってく

れんかというお願いをしている工事でしょ

う。当然うちの負担金もあるわけでしょう。

うちでは何でわからずして、そういう報道機

関が先に報道するのか、ちょっと国交省との

信義にもとるんじゃないの、ちょっと、どう

なってるの。 

 

○上野道路整備課長 道路整備課です。 

 今回の工事の内容につきましては、九州地

方整備局のほうで、一般的な工事につきまし

て入札情報サービスということで、工事の公

告とか入札の結果とか、そういうものが確定

したときにホームページの中で公開されてい

るものでございます。ということから、国の

ほうでは、その手続にのっとって入札の結果

を公開されたということになっております。 

 

○坂田孝志委員 熊日さんに聞くわけにいか

ぬがな。なら、あれだけ大きな活字で書いて

いるということがですたい、それだけの確証

を得たというかな、持って俺は書いたと思う

んですよ。しかし、我々も何回もあそこに行

った、あそこの現場に行くたびに、いつごろ

ですかと。それは、阿蘇やあの付近の方々も

一番関心を持ってることで、いつごろでくっ

とだろうかなと、はよやってもらいたいがな

と。それを、きょうも、じゃあ確認したんで

すか。あなたが確認すれば、部長の総括説明

でも、あなたが一番に言うべきですたい。ど

うなの、部長。 

 

○手島土木部長 委員がおっしゃるように、

開通時期については、知事からも国交省に何

度も早く公表していただきたいということで

お願いしておりました。ただ、今回のは、国

として、やっぱりあくまであの橋ができるだ

けという公示情報だということで提供がなか

ったんだろうと思っとるところです。 

 今後は、我々としても非常に興味もありま

すし、県民の方も皆さん興味を持っておられ

ますので、このような情報を、公示情報であ

っても、このようなものについてはしっかり

県に提供してもらうように要請をしていくこ

ととしております。 

 

○坂田孝志委員 いや、だって、きょうは確

認しましたか、確認は。 

 

○手島土木部長 先ほど整備課長が申しまし

たように、公示情報として出てましたので、

私どもも、インターネットできょう確認いた

しました。出ておりました。そういう意味

で、あの事実は尐なくとも……(｢2020年の秋

です」と呼ぶ者あり)というのは書いてござ

いました。 

 

○坂田孝志委員 いや、じゃあホームページ

を見ただけなんですか。こういう報道があっ

とるが、国交省の担当官でも、砂防課どこで

も、これはどういうことなんだろうかと、そ

ういう問い合わせというかな、確認、それは

されたんですかと聞きよっとですよ。 

 

○上野道路整備課長 まだホームページで確

認しただけでございまして、まだ国のほうに

は確認しておりません。 

 

○坂田孝志委員 当然言うべきですよ。私

は、前の件だけど、俵山ルートの年内に迂回

路をさせます、国交大臣が記者会見で言いま

したね。知事が言うべきでしょう、あれは大

体、県道ですから。たまたま工事を代行させ

ただけであって、そういう意味では、国交省

も復旧、復興に一生懸命頑張っている、これ
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はありがたいことですが、やっぱりものの順

序を違えたらだめですよ。国交省にもっと言

うべきですよ。何だ、勝手にこんなことが

と。本当に県民が一番関心持ってることを、

やっぱり国と県、市町村一体となって、この

復旧、復興に努めなきゃならぬのに、勝手に

そういうのをよそに出したりなんかしてです

たい、それはあんまりこれを進める上でいい

ことじゃないと私は思うがな。協力関係がそ

こから崩れてしまう。今後、国交省に厳しく

言うとってください。よかですか。(｢わかり

ました」と呼ぶ者あり) 

 高森線ですが、用地の先行取得８億か、そ

れと、きょうも新聞に出てましたね。熊日さ

んはよく見てますからね。モデル的に用地が

可能なところをやってすると、これはもう大

事な事業だから進めていかなきゃならぬ。し

かし、一方では、また地権者のいろんな方々

の反対の意見もあるようですが、ぜひこれ

は、復興のシンボルとして強力に進めていか

なきゃならぬですよ。しかし、益城町のあれ

をただ単に高森線を27メーター広げるだけで

あそこの復興につながるのかどうか、これは

町も当然考えることなんでしょうけれども、

やっぱり県としても、この阪神・淡路や東日

本大震災の復旧、復興を踏まえたその成果と

か、いろんな教訓を踏まえる中で、どのよう

にして益城町ともかかわってやっていくの

か、どういうふうに考えているか、これは都

市整備というよりも、局長、松永さんあたり

でどんなふうに考えておられますか。 

 

○松永道路都市局長 今、益城町関係のこと

に関する御質問だと思いますけれども、これ

まで我が国、阪神・淡路、中越、東日本、い

ろんな被災があってますけれども、益城の場

合は、東日本とか阪神と異なって、住宅、い

わゆる耐震基準に満たない住宅が残ってい

る、非常にある意味で難しい。ただ一方で、

冒頭、部長が挨拶しましたように、熊本城の

復興とともに、やっぱり益城町の復興という

のは、熊本地震の復興のシンボルだというふ

うに思っております。 

 ただ、御承知のとおり、益城町には、従来

からあんまり道路が整備されてなくて、木造

密集市街地で、防災上の課題が多い市街地を

形成してました。そういうことで、今からい

わゆる安全、安心なまちづくりをやってい

く、具体的には避難路、避難場所をきちっと

整備した市街地を構築していく必要があるん

ですけれども、そのときに、尐し考えます

と、３点ほどキーワードがあるのかなと思っ

ています。 

 まず第１点が、やっぱり時間。これはやっ

ぱりもう2,000戸以上の公費解体が進んでま

すし、再建も始まっています。これにどう行

政のインフラ整備を間に合わせていくのか、

時間的制約の中での必要があると思います。

これが第１点。 

 第２点が、やっぱり財源。やはり復旧につ

いては相当国の支援がありますので、負担は

尐ないんですけれども、復興になりますと膨

大な費用がかかってまいります。例えば、役

場の再建が決まった木山地区あたりは、やっ

ぱり面的な整備が必要でしょうけれども、市

街地には市街化区域全て約400ヘクタールあ

りますので、それをやるのは、はっきり言っ

て困難です。そういったことで、１つは、や

っぱり財源の確保、具体的には国庫補助の補

助率のかさ上げであるとか交付税措置の拡

充、このあたりは県議会の皆さん方とも御検

討いただきながらやっていかなきゃいけな

い。一方で、財源は限られてますので、やっ

ぱり事業の取捨選択をきちっとやっていかな

ければいけない。例えば、やっぱり都市計画

上の規制誘導、そういった方策をあわせて考

えていかなければいけない。その２点目が財

源。 

 ３点目が、やっぱり連携、分担ということ

になるかなと思ってます。やっぱり益城町だ
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けでは財政的にも組織的にもどうしても復興

は困難だと思われます。そういったときに県

と町がどう連携、分担してやっていくのか、

これが大きい。もう一点は、行政によるイン

フラ整備だけでは町は復興しません。やはり

事業所であるとか、病院であるとか、そうい

った民間の方の再建、民需、これと連携をし

ながら町並みをつくっていく、再建していく

ということが必要じゃないかと思います。 

 以上３点がポイントになるのかなと思って

いますけれども、いずれにしても、今回の大

震災を受けた我々世代というのは、やはり子

孫にきちんとした遺産、インフラの遺産とい

うものを残していかなければいけないという

責務があると思いますので、その思いを持っ

てやっていく必要があるのかなと思っており

ます。 

 以上です。 

 

○坂田孝志委員 今局長から、時間、財源、

あるいは連携、あるいはまた民需とか、そう

いう、確かに大事でしょうね。どっちかと言

えば、精神論じゃないけど、何かそんなこと

ですね。まあ、そういう連携しながらやって

いかなきゃならぬと思いますが、具体的なこ

ととして私は思いますのに、やはり大きな道

路が通りますので、面的整備ですよ、１本の

線だけじゃなくて、両側も後ろも。そのため

には、やっぱり宅地の確保と思うですよ。ど

うしてもあの布田川と木山川と、もういっち

ょこっち、秋津川と布田川の間にああいう大

きな揺れがあったから、もう遠くには行きた

くないが、益城に残りたいと。しかし、そこ

からどっかとなった場合、やっぱり宅地の用

地の確保を、まあ、町でも県でも一緒になっ

て――幸いにといいますか、皆さん方のＯＢ

の向井さんがあそこに行かれて、いろいろ連

携もうまくとれるんじゃなかろうかなと、こ

う思っておりまして、そのためには、やっぱ

り農地との問題もありますよね。農振の問

題、そういうところを早く除外して、そこに

宅地があるとするなら、やっぱり道路にかか

わるところを、あるいは後ろのところです

ね、秋津川との問題のところ、そちらに移転

したりする。すると、ある程度進み方も早く

なるんじゃないのかなと、住民の方々も安心

されるんじゃなかろうかなと、こう思うんで

すよ。区画整理は町になりますですかね。だ

から、大いに、おっしゃられたように、この

連携を、県、国、町、連携を深めていただい

て、やっぱり住民の方々が安心されるよう

な、そしてやってよかったぞと思えるような

まちづくりに努めていただきたいなと、そう

いう思いでございますので、松永さんも卒業

されますが、いろんな大所高所からまた御指

導いただければなと、こう思っております。

どうも、よろしくお願いします。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○山本伸裕委員 今、坂田委員のほうからお

話がありました４車線化の問題で、今御指摘

があった点は非常に私も大事な点だというふ

うに思っております。従来から私も申し上げ

ているとおり、この４車線化、私は反対前提

でお話ししているわけでは決してないという

ことなんですが、ただ、今現在、やはり４車

線化に対する不安、懸念が依然としてくすぶ

っているということは事実だと思うんです

ね。これは、例えば都市計画審議会での承認

とか認可というような事態があったからとい

って、解消されているわけではないというふ

うに思うんです。 

 私は、非常に大きく住民の皆さんが不安に

思っている点というのは、もともと県道高森

線というのは、益城の中心部を通る非常に生

活に密着したメーンストリートなんですよ

ね。それが27メートルの道路によって南北に
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分断されるんじゃないかと、子供の通学、高

齢者の横断、大丈夫かというような懸念が１

つあると思うんです。 

 もう一つは、活断層の問題ですよ。国土交

通省が、要するに、県道の真下を活断層が通

っているということになると、これから仮に

道路が整備されたときに、果たして店なんか

が進出するのかと、そういう活断層が下を通

っているということが明らかになったときに

ですね。もちろん、道路については耐震工事

なんかを配慮して進めるというような御説明

聞いておりますけれども、肝心のまちづくり

というような点では、非常にやっぱり心配す

る点が、懸念が残るというふうに思うんです

ね。 

 だから、先ほど坂田委員がおっしゃったと

おりに、道路についてはもう決定したと、た

だ、やっぱりそれで県としてもう責任が終わ

るわけでは決してなくて、やっぱり益城町の

町民の人たちにとって本当に暮らしやすいま

ちづくりはどうするのかと。じゃあ今まで高

森線を中心にまちづくりがつくられてきてい

た、その中心市街地のあり方はどうするのか

というようなことが、これは、町と一緒に、

県も住民の皆さんの願いに寄り添って進めて

いくことが非常に大事ではないかというふう

に思っておりますので、その点はぜひ、先ほ

ど３点についてお話がありましたですけれど

も、やっぱり住民の皆さんの不安、懸念にど

う寄り添って、そしてまちづくりを進めてい

くのかという観点を、ぜひ大いに重視して位

置づけていただきたいというふうに思ってい

ます。 

 

○山口裕委員長 答弁は要りませんか。 

 

○山本伸裕委員 まあ、何かありましたらお

願いします。 

 

○宮部都市計画課長 都市計画課でございま

す。 

 今、委員の御指摘のとおり、やはり住民の

方々の不安というのは、やはりお持ちになっ

ている方もおられると思います。それで、私

どもとしましては、山口委員長からの御指導

もありましたが、実は、２月21日に、まず１

点目としましては、相談窓口というのを開設

いたしました。火曜日と木曜日の13時から19

時までの間、県の職員、都市計画課と用地対

策課のほうで１名ずつ、それと町のほうから

２名、合計４名でそこにスタンバイしており

まして、住民の方々に益城町の中央公民館の

ほうにおいでいただき、御相談を受けるとい

う形をとっております。実は本日も１時から

やるんですが、９日までの間で計６回開いて

おりまして、合計で約50名ほど御相談にお見

えになってきていただいております。やはり

多くの話は、やっぱり事業スケジュール、今

後どうやってされていくのか、また、買収幅

がどのくらいなるのかというような、やはり

個別の御相談等が多くあっています。また、

ほかには、補償内容や代替地の希望とか、い

ろいろ具現化されたようなことの相談を今受

けているところでございます。 

 その相談を受ける中で、やはりフェース・

トゥ・フェースでお話をすることによって、

大分その方の不安は払拭されているのではな

いのかなというふうに私どもは思っていると

ころでございます。それが１点目。 

 それと２点目が、実は町のほうから申し入

れがありまして、町、それと議会、それと商

工会等の関係団体、あとは区長さんとかも入

れたところでの、この益城中央線の推進協議

会と言われるものを現在設置していこうとい

うことで今動かれております。 

 このように、いろんな点で、町のほうも議

会のほうも今県と一体となって、この事業を

進めていこうという形をとらせていただいて

いるところでございます。 

 あと、１点目の分断された４車線になるこ
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とで、27メーターになることで、北と南のほ

うの地域が分断されるのじゃないかというの

は、地元の説明会のときにもいろんな意見は

いただいております。それに対しましては、

やはり昔の10メーターに比べれば、やっぱり

27メーターという倍以上になりますので、そ

の地域の分断をいかにとどめていくという

と、ちょっと語弊がありますが、できるだけ

地元が分断できないような策はないかという

ことは、県警も含めて一緒になって、地元の

方も含めて、いろいろと考えていかなければ

いけないかなというふうには思っています。

これに関しては、今から進めていく計画等の

中にもいろいろと反映させていきたいなと思

っています。 

 あと、活断層につきましては、国のほうか

ら中間報告が出ておりまして、その報告をも

とに、先ほど委員がおっしゃられたとおり、

構造物に関しては、その辺は対応できる、た

だ、家屋の平屋等については支障ないという

ふうな御意見もいただいておりますし、くい

を打つ分につきましては、やはりそこの部分

は避けていったほうが望ましいというような

御意見もいただいてますし、この間、中間報

告も含めて、国のほうからも地元に向けて説

明会がされているようですので、そういうふ

うに地元の方に対して丁寧に御説明をさせて

いただきたいと、今後も思っております。 

 以上でございます。 

 

○山本伸裕委員 今、活断層の問題、お話が

ありましたですけども、先ほどもちょっと発

言したとおり、やっぱり活断層が真下に走っ

ているということになったら、店が果たして

出店してくるのかという懸念は当然出てきま

すし、今までは高森線が中心となって町が生

活に密着したメーンストリートがそこに存在

していたと。じゃあ、その店への出店の懸念

もありますけれども、そこに再び中心的な機

能を、例えば、役場であるとか、町の施設で

あるとか、病院であるとか、あるいはもう住

宅地がそこに張りつくようなことになるの

か、やっぱり町のあり方とこの断層の問題、

すごく不可分というか、やっぱり避けて通れ

ない心配ごととして出てこざるを得ないんで

すよね。だから、先ほど坂田委員おっしゃい

ましたですけれども、やっぱりその住宅地の

問題、将来の町のあり方、これは本当住民の

皆さんと一緒に、県も益城町と一緒に知恵を

絞って、そしてやっぱり情報交換しながら、

情報提供しながらやっていくことが大事じゃ

ないかなというふうに思っています。 

 

○坂田孝志委員 さっきの報道の件ですけれ

ども、これはやっぱり知事が会見なり、ある

いは議会のそういう場で、阿蘇大橋ですよ、

しっかり言うべきですよ。知事はやっぱり舞

台をつくるべきですよ。そこで同じことを言

うたら、二番煎じか後塵を拝することになり

ますから、今度は、供用開始が未定でしょ

う。まず、国交省としっかり連携をとっても

らって、知事が今度言わすときは、供用開始

はいつごろだと、そこまで言えるようにです

ね、はい。そういう工夫でやってもらいたい

と思いますね。要望ですけれども、そういう

ことを考えてください。それでないと、それ

は知事もおもしろくないですよ。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○中村亮彦委員 資料のことについて質問し

たいと思うんですけれども、復旧、復興をす

る中で、非常に加速化する中において、人手

不足というようなことが最近よく注目される

んですけれども、特にこの熊本においては、

もう有効求人倍率をお隣の福岡県を超えてい

るというような状況で、非常にいいことなん

ですが、これは裏を返せば人手不足と。これ
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は建設業においても当てはまるだろうという

ふうに思うんです。 

 それだけが結構注目されるんですけれど

も、この前の委員会の中で、復興係数、それ

から土木工事に関する歩掛かりの見直し、そ

れから、後で説明があるかと思いますけれど

も、この下請企業の表彰制度とか、いろんな

ことに取り組んでいただいておりますけれど

も、不調、不落の原因にもこれはなることな

んですが、材料費の高騰ということも今現在

あっとるというふうに思うわけです。 

 そうなりますと、もちろん建設業ですか

ら、材料があって、それを使って、人を使っ

て仕事をして、物をつくり上げるというふう

なことでありますから、特に入札前、入札を

執行する前の段階において、積算の業務とい

うのは非常に大事なことであり、また、シビ

アにしっかりと行っていっていただかなけれ

ばならない状況の中にあって、７ページなん

ですけれども、土木技術管理課でしょうか。

建設単価調査費を含む全ての項目において全

部マイナスになっているんですけれども、こ

れを御説明いただきたいんですが。 

 

○緒方土木技術管理課長 この中で、特に土

木行政情報システムというのが1,600万とい

うことで減額されているわけなんですけれど

も、これは、土木行政システムの中の土木の

積算システム、それから工事の進行管理シス

テムというのがございますけれども、今年度

までは、土木部独自で管理運用をしておりま

した。それぞれに維持管理費がかかるという

ことでございましたので、これは県全体で持

っているシステムがございますので、そちら

のシステムのほうに統合することにいたしま

した。このことによって維持管理を削減する

ことができますし、また、さらに、セキュリ

ティー、それが向上いたします。それに処理

能力がアップするということができることに

なります。こういうことによって、工事の執

行のプロセスというか、その効率化、それか

ら効果的な執行とコスト縮減を今後とも図っ

ていきたいと考えております。 

 

○中村亮彦委員 システムの能力が上がるか

ら経費が削減できるということですね。これ

はもう非常にいいことだと思いますので、心

配だったから聞いたんですけれども、材料費

も、今度宅地被害の復旧、これが始まってま

いります。そうなりますと、地震があった直

後にも、私、ちょっとこういう懸念があるん

じゃないかということで、この委員会で言っ

たことがあるかと思うんですが、土どめ材

料、これは非常に――コンクリートブロッ

ク、それから間知ブロック、２次製品で言う

と、プレキャストウオールなんかもそうです

けれども、非常にこの辺がこれから需要が高

まってくるだろうというふうに思います。 

 地震がある前だと、例えば、石油が上がれ

ばセメントが上がる、セメントが上がれば生

コンが上がる、生コンが上がれば２次製品が

上がる、これはもう当たり前の話であります

けれども、ただ、今回に関しては、物資や工

場の生産能力、これが非常に不足して、それ

が原因でこのような高騰を招いているんだと

いうふうに思います。ただ、人もそうですけ

れども、材料費と特に密接な関係があります

ので、積算には非常に――今の御説明でいき

ますと、本当に能力が上がったということだ

から、これはよきことだから、しっかりとそ

の積算にも適宜に、タイムリーに対応してい

ただきたいと思います。 

 以上でございます。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○西山宗孝委員 ２点ほど質問いたします。 

 さっき益城の高森線の話がありましたけれ

ども、急速な都市計画決定であるとか事業認
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可ということで、緊急性が高いということ

で、執行部も大変な事業に今から取り組まれ

ると思うんですが、先ほど松永局長のほうか

らお話ある中で、民間の活用というお話があ

りました。もちろん、構造的な断層とかいう

ことはもう根幹にかかわることでもあります

ので、それをしっかり押さえつつも、地域の

まちづくりの将来像であるとか、そういった

ことを前提として、この本格的な合意形成が

これからであろうと思うんですよね。そうい

ったことに対して、今後の大方の流れといい

ますか、これからが一番、初動期でもありま

すし、大事なときだろうと思うんですよね。

そのあたりがしっかり熟知していかないと、

幅が幾らであるとか、移転がどうかとか、あ

るいは施設を持ってこようとかいうことに対

しても非常に難しい。そして、県と市、もち

ろん国もかかわってくると思うんですが、そ

の中で民の、単なる技術者とか事業者だけで

はなくて、まちづくりに関するそういった方

々の参画も非常にウエートが大きいのではな

いかと思うんですが、どのようなお考えなの

か、そのあたりをお聞かせいただければと思

うんですけれども。 

 

○宮部都市計画課長 まず、合意形成の件に

つきましては、３月10日に事業認可がとれま

したので、今年度、２月補正をいただいてお

りますので、それで測量、設計等に着手して

おります。今後、合意形成をとるための意向

調査と言われるものを今からスタートしてい

きます。といいますのが、今回の事業に関し

ては、やはりそこの場所でこのまま継続して

営業をしたいと言われる方々もおりますの

で、そういう方がおられるのか、それとも、

もう自分は沿道じゃなくて、どこか、益城町

のどこかに引っ込んでもいいよというような

形の方もおられるようですので、そういう方

々の、沿道の方々の意向調査というのをまず

今からしていこうと考えております。 

 その中で、ある一定の部分で、残られる方

々がおられれば、そこに関しては、これも先

ほど坂田委員のほうからもちょっとありまし

たが、モデル地区という御発言もちょっとあ

りましたが、それについてもちょっと触れさ

せていただきますが、まず意向調査をして、

その中から地元に残りたい方、それと、自分

は出ていってもいいよという方々が、ある一

定の区間おられましたら、その区間をまず選

定しまして、単なる追い出しというか、直買

方式じゃなくて、沿道整備街路事業という事

業名があります。そういうような、残留をす

る方、出ていく方々を、いろいろ権利者の意

向に沿った事業がありますので、そういうの

もちょっと導入していきたい。そういうとこ

ろをまずモデルとして設定をしまして、そこ

から鋭意取り組んでいきたいなというふうに

考えております。 

 ですので、まずは合意形成というところに

注力していきたいというふうに思っておりま

す。 

 ２点目の民間の導入といいますか、という

ことにつきましては、やはりまずは、我々行

政側と地元におられる方々との対話形式でや

っていきたいと思っていますが、その中で、

やはり民間の方々の英知と言われるものが必

要であれば、その辺については今後検討して

いきたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

 

○松永道路都市局長 尐し補足しますと、西

山委員の御質問――東京でもそうですけれど

も、周辺の全体のまちづくりに関する官民の

連携というか、民活、それも含めた、今後ど

ういうふうな形で連携していくかという――

今町のほうで一部報道されていますけれど

も、今から市街化区域、全体400ヘクター

ル、その中の被災市街地復興推進地域という

ことで建築制限を約１年かけて、この地区を

大体12から13ぐらいの地区に分けて、それぞ
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れでまちづくり協議会というものを立ち上げ

て、住民の方とか、あと、行政、それにあわ

せて、やっぱり専門のコンサルタント、都市

計画関係であるとか建築関係、そういう方、

あとは、もう熊本大学も地元にラボという形

でつくっていますので、そういう大学関係者

もあわせて、皆さんで話し合いながら、どう

やって安全な町をつくっていくのか、そうい

ったものを議論して、この１年で方向性、地

区ごとに方向性をつくっていく、その中で、

行政と民間、住民の方の分担を決めて、皆さ

んでつくっていくという方向性をやっていく

ことにしてますので、その中で連携していく

ことになるのかなと思っています。 

 一応補足させていただきました。 

 

○西山宗孝委員 一番大事なこの初動期にな

ると思います。ぜひともよろしくお願いして

おきたいと思います。 

 もう１つよろしいですか。 

 

○山口裕委員長 どうぞ。 

 

○西山宗孝委員 この町にかかわらず、いろ

んな地域で、崖崩れであるとか、地すべりで

あるとか、そういった多くの事業ができて、

非常に市町村助かっていると思うんですが、

その中で、最近採択されたというふうに話を

聞いている災害関連の地域防災崖崩れ事業に

ついて、私も非常に、ほかの委員さんもそう

だと思うんで期待しておりましたけれども、

最近具体的な採択になってきたということ

で、事業の内容と現状、それから今後につい

ても、もしお聞かせいただければと思いま

す。 

 

○原田砂防課長 災害関連地域防災崖崩れ対

策事業、まず、内容についてですけれども、

これにつきましては、事業主体は市町村とな

ります。崖高が３メーター以上の、通常であ

れば自然斜面が対象なんですが、今回熊本地

震においては、人工斜面、いわゆる擁壁等の

人工斜面についても対象となる特例措置が設

けられております。 

 次に、採択状況なんですけれども、先週３

月８日に、残っていました30数カ所が採択と

なりまして、全申請箇所277カ所全てが現在

採択済みとなりました。 

 今後の進め方ですけれども、先ほど申しま

したように、事業主体は市町村ではございま

すけれども、県としましても、技術面での支

援等を行いまして、住民の方々の一日も早い

復興につながるように進めていきたいと考え

ております。 

 

○西山宗孝委員 被災されておりました地域

からの課題ではありましたので、大変ありが

たいと思います。技術的なことが非常に、県

と比べますと、市町村のほうが弱いところも

ありますので、ぜひとも、市民に直結した事

業でもありますので、引き続き御指導いただ

ければと思います。よろしくお願いしておき

たいと思います。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○松村秀逸委員 済みません。幾つかあった

んですが、坂田委員ほかからもありましたの

で、阿蘇大橋の件は、20年に完成予定として

あるんですけれども、私の希望といえば、ぜ

ひ今後交渉していただきたいんですけれど

も、誰もが一日も早くという希望をお持ちだ

ろうと思います。2019年にラグビーワールド

カップとかハンドボールございますけれど

も、こういう中にできるだけ、観光客も来ら

れると思いますので、できるだけそこに間に

合えば一番理想だと思います。ただ、長陽大

橋、これが完成するから、これが通れるよう
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になりますので、ある程度は観光客を呼び込

むことができると思います。 

 それと、今、坂田委員がおっしゃったよう

に、やはりできれば、こちらから逆に、新聞

が先に報道する前に察知して、いつでしょう

かというぐらいこちらからしていただくと、

なおいいと思いますので、今後は、私も同じ

ような思いを持っておりますので、早目に国

交省、それと地元町村との連携をとっていた

だきたいという要望です。 

 それともう一つは、まちづくりについて

の、今、益城町の進め方をお話聞きまして、

大分安心したんですが、モデル地区をつくっ

て進めていくということで、やはり基本は生

活道路のインフラ整備、これは道路を一つの

大きいのをつくらないと、地区計画をするに

しても都市計画をやりにくいと思うんです

ね。やはり地域地域で、先ほど13地区です

か、何か分けてされるということですので、

まず、１つやりやすいところをつくっていた

だくなら、それを地域の人が見ると安心し

て、皆さんがそれにしていただく。ただ、そ

れをするのも、あんまり時間がたちますと、

やはり地区の住民の人が、人口が、東北あた

り聞きますと、もう帰ってこないという人が

ふえてきておりますので、できるだけスピー

ディーにやっていただきたいというのをお願

いしたいと思います。 

 もう一つは、こちらの資料の27、河川のほ

うです。災害関係でちょっとお尋ねします。 

 27ページ、それと28ページで白川の掘削事

業について、大体、今、吉原橋あたりが改修

をしていただいて、つけかえができましたの

で、あの周辺が数年前に水害に遭ったわけで

すけれども、この下の流れのほう、流れとい

いますか、水の流れをよくするための掘削事

業をされるんでしょう。河川改修、27ページ

の下から２段目、これはどの辺をどういう形

でされるのか、よかったらお聞きしたいと思

います。 

 

○村上河川課長 27ページ、下から２段目の

河川掘削事業費７億6,800万円余を計上させ

ていただいているものですけれども、これ

に、先ほど説明しましたように、熊本地震関

連として、昨年度に上乗せして２億2,000万

ほど増額して対応することとしております。 

 これは、いわゆる維持的な掘削事業になり

まして、阿蘇地域で地震と豪雨によって斜面

の崩壊が多数発生しております。それが今も

ってまだ土砂が流れてきている状況です。今

一番多くたまっているところが、大津とか菊

陽町の区間に多く土砂がたまっておりまし

て、今でもまだ掘削事業を続けているところ

です。 

 部分的には熊本市校区、先ほど言われまし

た吉原橋とかああいうところにも土砂が流れ

着いている部分もあります。そういうもの

は、基本的には、吉原というのが弓削のとこ

ろですね、ああいうところは今から別の事

業、激特事業、28ページの真ん中付近の激特

事業で掘削にも入っていきますので、それは

別の事業としてまた掘削もやっていくところ

でございますけれども、この27ページの下か

ら２段目の事業というのは、基本的には大津

―菊陽区間の流れ込んでくる土砂を維持的に

とる事業でございます。 

 

○松村秀逸委員 本当に地震の後、それが第

一優先なんですけれども、ただ、水害もまた

６月になりますと、こういう豪雨時期になっ

て、極端な、今は想像できないような雨が降

りますので、やはりまた同じような水害が出

るといけないので、できるだけ、恐らく28ペ

ージの部分ですか、陳内４丁目あたりとおっ

しゃった部分、これを、下のほうの河川の改

修のほうをよろしくお願いします。予算化し

てありますが、いつごろこれが終わるんだろ

うかというのを１つお尋ねしておきたいんで

すが。 
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○村上河川課長 この28ページの河川激甚災

害対策特別緊急事業は、平成24年７月の九州

北部豪雨によります熊本広域大水害を受けま

して、緊急に河川改修を促進させるというこ

とで採択をいただいた事業でございます。 

 この事業の趣旨からしますと、緊急的な対

応ですから、おおむね５年間という対応が求

められておりまして、今国との協議によりま

して、大体来年度、平成29年度を最終年度に

しようということで協議をしているところで

ございます。 

 ただ、事業自体は、事業費の繰り越しとか

いろいろありまして、全体が完成するのは平

成30年ごろになるのかなというところで、ち

ょっとまだ現地の進捗を勘案しながら進めて

いきたいと思っております。 

 

○松村秀逸委員 ありがとうございます。 

 地震の復旧、復興が一番ですけれども、こ

れもまた災害があったら大変だと思います。

立野ダムのほうも、その予防のために進めら

れておると思いますので、せんだって視察を

させていただきまして、そういう今後の災害

予防というのは非常に大事でございますの

で、ぜひよろしくお願いします。 

 以上でございます。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○田代国広副委員長 ここにアートポリスと

いう文字が載っていますが、失礼かと思いま

すけれども、アートポリスがまだ存続してい

ること知らなかったんですね。申しわけない

んですけれども、この地震で初めてこれを知

ったんですよ。実は、御承知のように、私の

大津町も100戸前後の仮設住宅、｢みんなの

家」が当然これが関連しまして、その「みん

なの家」をこのアートポリスという部署が担

当しとると知りまして、ああ、まだあったん

だと。御承知のように、アートポリスは、細

川県政の主たる柱の一つだったわけですか

ら、あれからかなりの時間がたったんですけ

れども、こうして現存して、それがあったが

ゆえに、やはり今回の場合は、非常にお役に

立つんじゃないかなと、そういった期待もい

たしておるわけでございますが、このような

アートポリスだったんですけれども、今回の

災害公営住宅についてこのアートポリスがあ

って、取り組んでいただくわけですが、昨

年、私たちは管外視察で兵庫県の芦屋市若宮

地区というところに視察に行ったんですけれ

ども、非常に斬新というか、画一的な既存の

公営住宅とはまた違った形での住宅の――非

常に関心を持って見てきたんですけれども、

そういった先進的な事例等々を踏まえた上で

のこういった本県の災害公営住宅建設になる

のか、いずれにいたしましても、アートポリ

スという一つの大きな県がこれまで培ってき

た大事な柱の一つですから、それに取り組む

担当部署の意気込みをまず聞いてみたいと思

いますが、それとあわせて、ここにあります

ように、シンポジウム開かれていますね、そ

ういったのはどういった形で生かされていく

のかを含めてお答えいただくならばと思って

おります。 

 

○山口裕委員長 今のは住宅と建築と何かま

じってますけれども、田邉建築住宅局長。 

 

○田邉建築住宅局長 今の委員のほうからア

ートポリスがまだ続いているのということを

お聞きして、私どものアートポリスに関する

ＰＲ不足というのを痛感したところでござい

ます。県議でさえそういったことでございま

すので、県民の方々には、きっとまだ続いて

いるということをなかなか十分御理解いただ

いてない面もあると思いますので、今回の仮

設住宅の取り組み、あるいは災害公営住宅の
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取り組みなどを通じて、さらにアートポリス

については周知をしてまいりたいというふう

に思っているところでございます。 

 先ほど仮設住宅の整備で「みんなの家」と

いうのをアートポリスで取り組むということ

をおっしゃっていただきましたけれども、実

は今回、発災直後から、アートポリスコミッ

ショナーの伊東豊雄さん、それから桂アドバ

イザーなどがすぐに助言をしていただきまし

て、配置計画を工夫したり、それから御指摘

の「みんなの家」の整備と、こういうことで

東日本大震災やあるいは中越地震などではな

し得なかった、ゆとりと温かさと触れ合いの

ある仮設住宅整備というものができたと、そ

れが被災者の痛みの最小化ということにつな

がったんではないかというふうに思っている

ところでございます。 

 今度、災害公営住宅を整備するに当たりま

しては、昨年末に災害公営住宅等整備指針と

いうものを、これもアートポリスの伊東コミ

ッショナーなどの助言を受けながら策定いた

しました。これは、災害公営住宅が市町村が

整備をするという整理をしておりますので、

各市町村整備するに当たっても、安心、温か

さ、触れ合いのある災害公営住宅づくりとな

るようにということで定めたものでございま

す。 

 先ほどアートポリスシンポジウムの話もな

さっていただきましたけれども、３月９日に

「仮設を超えて」というテーマでシンポジウ

ムを開かせていただきました。その中で、さ

まざまな方からいろんな御意見がありまし

た。私が一番印象強く思ったのは、その災害

公営住宅整備に当たっても、そこに入居する

方々の意見をいかにしっかり聞いていくか、

「みんなの家」づくりの場合には、仮設住宅

に被災者が入居した後に意見を聞くというこ

とができましたが、災害公営住宅の場合は、

どういった方が入居するかとかというところ

でなかなか難しい面もありますけれども、工

夫をしながら被災者の方々の意見をお聞きし

ながら災害公営住宅の整備に市町村と連携し

て行いたいと思います。仮設住宅をつくる―

―こういった熊本モデルという形でできたの

は、アートポリス30年の実りだというふうに

思っております。それが、むしろ仮設住宅が

終わってからが本番という思いを持ちまし

て、災害公営住宅づくりを進めてまいりたい

と思います。 

 

○田代国広副委員長 今からその災害公営住

宅、アートポリスで取り組むわけで、そうい

った局長の心意気といいますか、思いは十分

わかったわけでございます。 

 特に、住まわれる方といいますか、被災さ

れた方たち、そういった方々の思いと申しま

しょうか、考え方、そういったものを十分把

握していただいて、寄り添った形での、せっ

かく公営住宅つくるわけですから、そこに住

んでいただく方々にやっぱりある程度御納得

いただけるような、満足いただけるような、

そういった住宅になるように、さらなるアー

トポリスの本領を発揮してもらいたいと思い

ます。よろしくお願いしておきます。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

 

○原田砂防課長 砂防課でございます。 

 先ほどの災害関連地域防災崖崩れ対策事業

の採択条件をちょっと一部修正させていただ

きたいんですが、まず、激甚災害指定になっ

て、人家２戸以上、高さ５メーター以上の自

然斜面、これが地域防災崖崩れ対策事業の採

択になるわけですけれども、それが熊本地震

によって特例として３メーター以上の人工斜

面まで対象が拡大されたと。先ほど私、最初

に３メーター以上の人工斜面と言ってしまい

ましたもんですから、まず、２戸以上、５メ

ーター以上、それが特例で３メーター以上の
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人工斜面まで特例として認められたというこ

とで修正をお願いいたします。 

 

○山口裕委員長 わかりました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

 

○山本伸裕委員 土木部長から御説明があっ

た被災宅地支援についてよろしいですか。 

 この県独自の基金による支援制度の実現は

非常に積極的なことだというふうに思ってお

ります。 

 ただ、ちょっと悩ましい相談も出てきてお

りまして、要するに、宅地復旧のためには、

一般的に数百万とか1,000万とかお金がかか

ると。ただ、要するに、支援を受けるために

は、領収証の添付が必要だと。ということ

は、手元にその修理費、復旧代を準備せない

かぬ。支払って領収証を持っていかないかぬ

と。これは非常にやっぱり被災者からするな

らば、何とかならぬだろうかというような御

意見なんですよ。せめて、例えば見積書であ

るとかあるいは請求書であるとか、そういう

ことでも申請できないだろうかと。もちろ

ん、銀行の融資が受けられるというお話は聞

いているんですけれども、やっぱり手元に現

金準備せないかぬというようなことは、非常

にやっぱり被災者にとっては悩ましい問題な

ので、これは何とかならぬだろうかというこ

とでお尋ねしたいんですけれども。 

 

○清水建築課長 基金を活用しまして、宅地

の支援事業については、建築課のほうで制度

を検討しておりますので、お答えさせていた

だきたいと思います。 

 今委員から御指摘がありました領収証とい

うのは、金額を確定する意味ではやっぱり必

要ではないかというふうに考えております。

例えば、今お話があった請求書であるとか見

積書等の金額については、最終的に領収証の

金額と変わるということになれば、補助金自

体の額が変わってしまうというような問題も

ありますので、これについてはやっぱりちょ

っと慎重に検討する必要があろうかと思って

おります。 

 ただ、他県の例では、概算払いというの

を、言うなら、100％金額が確定しなくても

払っているという市町村の事例もございます

ので、補助主体となります県内の市町村につ

きましては、そのような情報について提供し

てまいりたいというふうに考えております。 

 

○山本伸裕委員 やっぱり被災者の実情に寄

り添った形が非常に求められると思います。

だから、もちろん領収証の添付は、例えば、

事後に提出を求めるとか、差し当たって請求

書なりでも提出は認めるとか、そういったこ

とはぜひ柔軟に対応していただきたいなと。

ちょっとこれは一部損壊の義援金の問題でも

別途要求したいと思いますので、それはそれ

でまたぜひ県に改善をお願いしたいと思いま

す。 

 以上です。 

 

○山口裕委員長 ほかに質疑はありません

か。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 なければ、これで質疑を終

了いたします。 

 ただいまから、本委員会に付託されました

議案第33号、第38号から第40号まで及び第45

号について、一括して採決したいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

  （｢異議なし」｢異議あり」と呼ぶ者あ

り) 

○山口裕委員長 一括採決に反対の議案はど

の議案でしょうか。 

 

○山本伸裕委員 第33号及び第40号について

は、挙手での採決をお願いします。 
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○山口裕委員長 それでは、一括採決に反対

の表明がありました議案第33号外１件につい

て、挙手により採決いたします。 

 原案のとおり可決することに賛成の委員の

挙手を求めます。 

  （賛成者挙手) 

○山口裕委員長 挙手多数と認めます。よっ

て、議案第33号外１件は、原案のとおり可決

することに決定いたしました。 

 次に、残りの議案第38号外２件について

は、一括して採決いたします。 

 原案のとおり可決することに御異議ありま

せんか。 

  （｢異議なし」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 異議なしと認めます。よっ

て、議案第38号外２件については、原案のと

おり可決することに決定いたしました。 

 次に、閉会中の継続審査事件についてお諮

りいたします。 

 議事次第３に記載の事項について、閉会中

も継続審査を行うことを議長に申し出ること

としてよろしいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 それでは、そのように取り

計らうことといたします。 

 次に、その他に入ります。 

 執行部から報告の申し出が３件あっており

ます。 

 まず、報告事項について執行部の説明を求

めた後に、一括して質疑を受けたいと思いま

す。 

 それでは、関係課長から説明をお願いいた

します。 

 

○緒方土木技術管理課長 土木技術管理課で

ございます。 

 報告事項の１をお願いいたします。 

 新年度から下請企業の表彰制度を始める予

定でございますので、その制度の概要につい

て御説明をいたします。 

 まず、下請企業の状況といたしまして、近

年、公共投資が大幅に減尐する中、土木一式

工事の下請を行います土木一式工事の下位等

級の企業やその他の業種の企業は、元請とし

ての受注機会が尐なくなっております。この

ため、優良な施工を行っても技術力が評価さ

れる機会が乏しく、社会的にも評価されにく

いことから、品質を向上させる意欲につなが

りにくい状況にあると思っております。 

 また、品確法におきまして、公共工事の担

い手の中長期的な育成、確保の取り組みを強

化することが求められております。 

 このようなことから、目的の欄に記載のと

おり、土木部発注の土木一式工事について、

ほかの模範となる、特に優良な工事に貢献し

た下請企業を評価、表彰し、総合評価方式に

おいてインセンティブを付与して、下請企業

の社会的評価を高めたいと思っております。 

 このことにより、優良な下請企業が活用さ

れるようになり、適正な元請、下請関係を構

築するとともに、下請企業の意欲及び技術力

の向上を図り、建設産業の振興に資すること

を目的としております。 

 裏面をごらんください。 

 次に、制度の概要について御説明いたしま

す。 

 表彰の対象者は、土木一式工事部門で優良

工事表彰を受けた企業から推薦された県内の

下請企業です。ただし、等級の別がある業種

については、元請より下位等級といたしま

す。 

 なお、元請の業種を土木一式工事に限定い

たしましたのは、建築一式やその他の業種

は、土木一式と違いまして、業種によって発

注の件数の多い尐ないはあると思いますけれ

ども、受注機会としては差が尐ないことか

ら、下請表彰の対象ではなく、優良工事表彰

の対象と考えております。 

 次に、表彰の対象から除外する企業といた

しましては、土木一式工事のＡ１、Ａ２の等
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級、舗装のＡ等級の企業、前年度の工事成績

が悪かった企業、指名停止等を受けた企業と

しております。 

 なお、下請企業として土木一式のＡ１、Ａ

２等級及び舗装のＡ等級を除外したのは、元

請として受注する機会がございますので、優

良工事表彰の対象と考えておるからでござい

ます。 

 次に、表彰者数は、優良工事表彰を受賞し

た元請企業が実施した工事につきまして、下

請企業２者以内としております。 

 被表彰者数は、土木部所管過去５年でいい

ますと、土木一式工事部門の優良表彰が平均

８者ございましたので、年当たり16者程度を

予定しております。 

 表彰者は、土木部長でございます。 

 また、優遇措置につきましては、おおむね

２～３年後、下請表彰受賞者が増加し、元請

としても選択肢がふえた後、総合評価方式に

おいて優良下請表彰を受賞した下請を使用す

る元請企業へ加点をいたします。このことに

より、優良な下請企業が活用されるものと期

待しております。 

 今後の予定でございますけれども、今後関

係団体に説明を行い、来年度から実施する予

定でございます。 

 表彰時期につきましては、優良工事表彰後

の秋ごろを予定しております。 

 以上で下請表彰制度についての説明を終わ

ります。 

 よろしくお願いいたします。 

 

○丸尾下水環境課長 下水環境課でございま

す。 

 報告事項２、くまもと生活排水処理構想の

改訂(案)について御報告いたします。 

 この構想は、公共水域の水質保全、快適な

暮らし向上に向けた生活排水処理のマスター

プランでございまして、平成９年度の第１期

構想からおおむね５年置きに改定を重ね、今

回が第４期目の構想となります。 

 なお、従来構想の計画期間は10年といたし

ておりましたが、今回構想は20年の計画期間

といたしております。 

 第１期構想スタート時の汚水処理人口普及

率50％であったものが、平成27年末時点で85

％に達し、また、河川の環境基準が100％達

成、下水汚泥の利活用率が99％に向上するな

どの成果が出ています。このことは、これま

での構想で、下水道の未普及対策、合併浄化

槽の整備促進等に取り組んできた結果です。 

 今後は、人口減尐や施設の改築更新費用の

増加などを踏まえ、効率的な未普及対策によ

る早期概成や持続可能な運営管理がより求め

られます。また、熊本地震を踏まえ、施設の

耐震化やＢＣＰ計画の見直しも必要となりま

した。そこで、今回の構想では、これらの課

題に取り組むために、４つの方針と４つの計

画を策定いたしました。 

 １つ目の方針は、汚水処理施設の早期概成

です。この方針に基づく未普及対策整備計画

では、平成37年度に汚水処理施設が概成でき

るように、汚水処理人口普及率94％を目標に

施設整備を行ってまいります。具体には、下

水道や浄化槽などの整備手法の見直しや低コ

スト技術による効率的な整備を行います。 

 ２つ目からが、今構想から新たな方針とし

て掲げたものでございます。持続可能な運営

管理です。この方針に基づく長期運営管理計

画では、下水処理場や集落排水処理場などの

統廃合や下水道経営の見える化として、公営

企業会計への移行を促進し、効率的な運営管

理を目指します。 

 ３つ目の方針が、汚泥の利活用です。この

方針に基づく汚泥利活用計画では、下水処理

場で発生する汚泥を資源としてエネルギーに

利用することや、コンポスト化して農業利用

などを進めていきます。 

 ４つ目の方針が、防災減災対策の推進で

す。この方針に基づく防災減災計画では、耐
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震化を鋭意推進するとともに、熊本地震から

見えてきた課題を生かして、ＢＣＰ計画の見

直しやマンホールトイレの整備などに取り組

んでまいります。 

 以上が構想の内容でございます。 

 現在パブリックコメントを済ませていると

ころで、本日の委員会報告を踏まえて、３月

末に策定の予定としております。 

 その後は、構想の周知に努め、県民の皆

様、市町村とともに、生活排水対策をさらに

進めてまいります。 

 報告は以上でございます。 

 

○村上河川課長 河川課でございます。 

 報告事項３、川辺川ダムに関する最近の状

況について御報告いたします。 

 第６回球磨川治水対策協議会が12月26日に

開催されましたので、その概要について御説

明いたします。 

 会議の概要は、中ほどの太線枠内に記載し

ておりますが、９つの治水対策案の取りまと

めとパブリックコメントについて意見交換を

行いました。 

 会議では、９つの治水対策をそれぞれ単独

で実施しても、目標とする昭和40年７月洪水

と同規模の洪水に対応することはできないと

の認識を改めて共有し、市町村から、引き堤

などの治水対策による地域への影響に対する

懸念などの意見が出されました。 

 また、パブリックコメントについては、９

つの治水対策案の検討方針などに関する意見

と、ほかに有効な対策案がないかという意見

を、平成29年１月から１カ月間募集すること

となりました。 

 会議中に発言された市町村の主な意見は、

下段の表に記載しております。 

 八代市などからは、放水路の放流先に係る

水位上昇などへの懸念、人吉市からは、引き

堤や堤防かさ上げの景観に係る懸念、錦町な

どからは、遊水地による優良農地消滅への懸

念、湯前町などからは、市房ダム再開発に対

する住民理解が得られないことへの懸念等の

意見がありました。 

 次に、裏面をお願いいたします。 

 パブリックコメントについてですが、１月

６日から２月６日まで、球磨川流域の市町村

在住者を中心に、広く意見を募集しました。

現在、提出された意見を取りまとめていると

ころです。 

 最後に、今後の進め方については、パブリ

ックコメントの結果を取りまとめ、次年度以

降、複数の対策の組み合わせ案について検討

を進めていく予定となっております。 

 説明は以上です。よろしくお願いいたしま

す。 

 

○山口裕委員長 以上で執行部からの説明が

終わりましたので、報告に対する質疑を受け

たいと思います。 

 何か質疑はありませんか。 

 

○山本伸裕委員 川辺川ダムに関する問題に

ついてお尋ねします。 

 九地整が出されたパブリックコメントを私

も取り寄せたんですけれども、物すごく分厚

い資料ですね。それで、この中で、中期的に

必要な治水安全度を確保するための治水対策

を検討していると。中期的に必要な治水安全

度とは何かということで言うと、戦後最大の

洪水被害をもたらした昭和40年７月の水害と

同規模の水害だというふうになっているわけ

ですね。 

 それで、実際に昭和40年７月洪水と同規模

の洪水を対象とした場合に、流下能力がどの

程度不足するかということをその参考資料の

中に出ているわけですね。それを見て、非常

に私驚いたんですけれども、球磨村の渡あた

りですかね、そこら辺で20％とか不足すると

いうことが出ておりますけれども、中心問題

は人吉市街地ですよ。人吉市街地が30％から
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40％。それともう一つは、県管理区間の川辺

川流域なんですよね、これが40％以上という

ことで、ほぼ川辺川流域については40％以上

流下能力が不足ということで出ているんです

ね。これを見て、私は非常にちょっとびっく

りしたんですよ。蒲島知事がダムによらない

治水を究極まで探求すると言われて、その県

管理区間の川辺川が一番流下能力という点で

は整備がおくれているんじゃないかと、この

説明資料を見ると、そう受け取らざるを得な

い。これは、やっぱり県管理区間の責任とし

て、この河川改修、必要な地点において、水

害常襲地帯の河川改修であるとかそういうも

のは、もうどんどん急ぐべきじゃないかとい

うふうに思うんですけれども、それはいかが

でしょうか。 

 

○村上河川課長 川辺川流域の流下能力が40

％以上不足しているということについての御

質問でございますけれども、確かに、川辺川

流域、その資料で見ますと低くございます。

これは、40年の雨が極端に川辺川筋に多く降

ったということにも起因しておりますけれど

も、実際、近年でも、たびたび川辺川で氾濫

による浸水被害が発生しているところでござ

います。 

 そこで、私たち県としましては、村と協議

を行いながら、必要な場所に堆積した土砂の

掘削を毎年続けているところでございます。

この掘削によりまして、大分、大分という

か、尐しは流下能力がアップすることから、

地元からは感謝の声も今聞かれているところ

でございます。 

 委員御質問のように、もっと早急な治水対

策というか、河川改修をすべきではないかと

いう御意見でございますけれども、河川の場

合は、下流から改修を行うということが原則

でございまして、まだ、先ほどの御質問の中

にもありましたように、球磨村あるいはその

上流にあります人吉市の部分の流下能力が不

足している部分があります。そのような中

で、上流にあります川辺川の改修を進めるこ

とは、下流を相対的にもっと危険な状態にす

ることにつながってまいりますので、そこは

今、国とも協議をしながら、どの程度のこと

ができるかというのを検討を進めているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

 

○山本伸裕委員 先日、実は私、河川課の方

に案内していただいて、川辺川筋を見に行っ

たんですけれども、平成８年だったか９年だ

ったか水害がありまして、実際、それ以降は

水害被害というのは見られてないと。だか

ら、県の掘削だとか川さらいということには

感謝の声が出ているというような話も伺いま

した。やっぱり実際に、具体的にそんな川下

に影響を与えるような河川改修でなくても、

ちょっと問題箇所の堤防かさ上げであるとか

そういったことは、あるいは川の掘削をより

強化していくだとか、そういうことはやれる

し、この平成８年、９年の水害から考えるな

らば、それから水害は出てないわけですか

ら、15分の１ぐらいの河川改修は達成できる

んじゃないかなというふうに思っているんで

すよ。 

 私、非常に危惧しているのは、このパブリ

ックコメントの中で、この川辺川筋の河川改

修についての案が出ているんだけれども、川

幅で最大で440メートルと。440メートルです

よ。そうすると、掘削で最大深さが10メート

ルと。10メートル掘ると。堤防では、もう最

大で3.4メートルと。本当、これは川辺川が

変わりますよ、こんな対策をやるならば。も

う住民の皆さんから本当に親しまれてきた、

子供が遊べる、そういう川辺川でなくなりま

すよ、こういう治水対策がやられるならば。

やっぱり本当に住民の皆さんが望んでいる河

川改修というものを考えるならば、やっぱり

こういうこの昭和40年水害先にありきの治水
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対策というようなことではなくて、現実に危

険な箇所を改修するというようなことで対応

していくべきじゃないかと。そのためには、

やっぱり河川改修計画を立てて、当面、やっ

ぱり15分の１なり、そういうところでの整備

目標を立ててやっていくというようなことが

必要じゃないかと思うんですけれども。 

 

○村上河川課長 まず、その川幅とか高さの

話からいきますと、先ほど御説明しましたよ

うに、昭和40年７月の雨というのが、非常に

川辺川筋に多くの降水量があったということ

から、物すごい流量を流す必要性があるとい

うことでございます。 

 ですから――200メーターだったと思いま

す。(山本伸裕委員「最大で440」と呼ぶ)川

幅をそれだけ広げなければならないという、

今単純に、それぞれの案、それぞれの場所に

応じて、単に引き堤をするだけとか、単に堤

防かさ上げをするだけというところを試みの

計算をやっているところでございまして、こ

れで成案とか、そういうものになるものでは

なく、まだ協議会の議論の材料として出して

いる数字でございます。 

 委員御指摘のとおり、尐しずつやっていけ

ばいいじゃないかというところで、私たちも

できる範囲のことはやっております、先ほど

の掘削とかですね。ただ、そういうものは、

先ほど言いましたように、尐しの効果は高ま

るものの、大きく効果を上げるものではない

ものですから、そこの40％不足するという部

分が極端に変わることはないということでご

ざいます。 

 ただ、先ほど委員がおっしゃいましたの

は、一番最近で大きかったのは、平成17年の

雨だったと思いますけれども、その後も、平

成20年あるいは平成24年の九州北部豪雨のと

きでも、数件の浸水被害が発生しておりまし

て、私たちも一生懸命その後も引き続きやっ

てはいっているものの、なかなか全体をおさ

めるまではいかないと。 

 最後におっしゃいました河川整備計画を早

くつくって改修を進めろという御意見ですけ

れども、今、協議会、球磨川治水対策協議

会、これをつくった目的の中に、この協議会

の議論を踏まえた後に、河川整備計画をつく

るということが明記されております。ですか

ら、今のところは、まずは、私たちは、国、

県、流域の市町村で一生懸命この治水対策協

議会を進めているところでございます。 

 以上です。 

 

○山本伸裕委員 やっぱり国交省のこの流下

能力40％向上という議論の俎上の中で川辺川

を論じること自体は、私は非常によくないと

思っております。だから、やっぱり住民の皆

さんがずっと親しんできた川辺川、日本一の

清流ですよ。そして、やっぱりそういうとこ

ろが、もう莫大なそういう治水対策の工事が

やられたら住民を川辺川から遠ざけてしまう

と。そういったような議論に県管理区間は乗

っかることは危ないんじゃないか。住民の人

たちがどこまで河川改修求めているのか。具

体的に危険な箇所について、もう先行して改

修やっていくことで改善が図れないのか、そ

ういったことを積み上げていくことが大事じ

ゃないかというふうに思っておりますので、

まあ、これは要望になるかと思いますが。 

 

○坂田孝志委員 私ども八代市で最下流域な

んですよ。やはり小さな細々なことで本当に

下流域、あるいは流域の生命、財産、住民の

あれを守れるのか、ちまちま――抜本的な対

策を講じていかなければだめなんですよ。そ

れを今協議の期間中ですよ、ダムによらない

治水対策の場だから。それを究極を突き詰め

て、そこでもってやっていかないと、細かな

やりとり幾らやっても、それは安心して我々

は枕を高くして眠れませんよ。やっぱりきち

んとしたことを――これをやったところで、
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たかだか５年か10年ですよ。多摩川や利根川

とかが200年に１度の災害に耐え得るような

河川計画。それからすると、我々の流域のこ

の命はどれだけ軽んじられているのか。もっ

と本当に、知事がいつもおっしゃる県民の幸

福量の最大化というなら、その住まい、住ん

でいる流域が、ゆっくりと心穏やかに住める

ことがまず第一、その上で、いろんなことが

できていけばいいんです。そのための今はい

わば途中段階でしょう。議論の途中でしょ

う。それなのに、細かなことをちょこちょこ

やってどうするんですか。それは部分的な宅

地のかさ上げかな、宅防事業というとかな、

ああいうのも、できる限りの範囲はやってま

すけれども、全体的な計画で考えていかない

といけないと思いますから、早く進めていた

だいて、それでもっていかぬとするなら、ダ

ムのこともやっぱり考えるべきですよ。そう

でないと、本当に我々は安心して住めません

よ。私も行政の長をさせてもらったが、２回

も３回も7,200トンぐらい来た。あそこのダ

ムのあれはどしこだったかな、もうあと何メ

ーターかだったですよ。萩原堤の、国交省が

求める、ダム何とかとありますね、計画高。

それでもうすぐ手が届くようなところだも

ん。そういうのが今、先ほども出ましたよう

に、ゲリラ豪雨とかいろいろあって、本当に

いつ、何どきそういう大きな災害があるやも

しれぬ。全部起きてるでしょう。阿蘇も起き

た、美里も起きた、水俣も起きた、鹿児島の

あそこも起きたですね。幸いにして、あそこ

だけ助かっているんです。あそこに来てごら

んなさいよ。どれだけの被害が出るのか。早

く対策を講じてやっていただきたい。こう要

望申し上げておきます。 

 

○山本伸裕委員 球磨川筋については、具体

的に今急いで対策しなければならない箇所と

いうのが明記されているんですね。ところ

が、川辺川についてこの間お尋ねしたときに

は、具体的に今緊急にやるべき箇所というの

は、そういう明記はありませんというような

お話だったんですよ。それはやっぱりいか

ぬ、やっぱり具体的に、どこが問題なのか、

そういうところで手が打てるところは打つべ

きですよ。というようなところです。 

 

○村上河川課長 今、山本委員がおっしゃっ

たのは、この球磨川治水対策協議会の前に行

われていたダムによらない検討する場、それ

の中で、直ちに実施する対策と引き続き検討

する対策というのが選定されております。そ

のほとんどは球磨川本川の中にあって、それ

を着実に進めていきながらこの協議会を続け

ていきましょうということになっておること

から、そういう状態になっているということ

です。 

 もう一つは、川辺川筋をどうするかという

のは、私たち、国も県も、また地元も非常に

慎重に検討しながら今やっているところでご

ざいますけれども、先ほど坂田委員もおっし

ゃったように、河川の流れというのは、道路

と違って、片側通行どめとか迂回路をつくる

というのがすぐできるような施設ではありま

せんので、下のほうから下のほうから順々に

広げていったり、その改修工事を行っていか

なければならないという運命的な改修の仕方

がありますので、これは本当に、上流側の河

川を広げたときに、どれだけ下流の人吉市だ

とか八代市に影響があるかというのは、国と

何度も何度も計算、まず計算でやりながら私

たちも検討しているところでございます。た

だ、そこが非常に難しくて、影響があるとな

れば、なかなか事業に踏み込めないところが

あるということを御理解いただきたいと思い

ます。 

 

○山本伸裕委員 だから、先ほど言いました

ですけれども、この図面で言うと、下流から

河川整備がやられてきて、もう八代市の場合
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は、昭和40年７月洪水と同規模の場合は流れ

るというふうになっているわけですよ。とい

うことは、今回の治水対策の中でも、八代市

については、対策についてはもう検討されて

ないわけですよ。問題は、人吉中心市街地、

川辺川のこの流下能力不足にいよいよなって

きているじゃないかと、こういうところにス

ポットが当たってきているじゃないかという

ことなんですよ。そこで、その40％流下能力

みたいな話になると、これはちょっと川を壊

すぞというような話ですよ。 

 

○村上河川課長 その流下能力図の見方です

けれども、現況の流下能力、現在の河川に対

して、昭和40年の雨を降らせたときにどれだ

け不足するかということで着色をされている

図でございます。 

 先ほど委員がおっしゃいました、八代市で

は何の対策も検討されてないということでご

ざいますけれども、それは、上流の流量がふ

えることは今その絵の中には検討されてない

ということでございます。どういうことかと

いいますと、先ほど坂田委員がおっしゃった

ように、八代市の堤防が7,000トンを安全に

流下できるということで、そこには白抜きの

着色になっているかと思いますけれども、こ

れを、例えば川辺川筋で、あと100トン流せ

るような河川改修をやると、これは例えばの

話で、それが直接そのまま流れてくるかどう

かわかりませんけれども、時間、計算をしっ

かりやらないとわからないところですけれど

も、例えば、八代市が7,100トンになったと

したときには、今度は安全に流れないかもし

れない、またそこで対策が必要になるという

ことで、そこはこの協議会の中で留意事項と

して取りまとめているところでございます。

先ほど、市町村の懸念の中でも放水路の放流

先で余計流量が増すんではないかという懸念

が示されておりますけれども、そういうとこ

ろから何回も何回もトライアルしながら検討

していく、また、それを市町村と一緒になっ

て検討していくというのが、この協議会の中

の話でございます。 

 そういうところで、ちょっとその見方と、

この協議会の内容は違うのかなというところ

です。 

 

○山本伸裕委員 だから、川辺川で40％流下

能力改善したら、確かに、下流まで見直さん

といかぬことになりますよ、ならざるを得な

いですよ。だけど、今現在、部分的に堤防の

かさ上げだとか、そんな下流にいたずらをし

ないような改修、やるべきところはいっぱい

あると。私も実際現場見てきて、そう実感し

ましたよ。だから、机上の理論で40％の流下

能力不足というようなことでやられると非常

に川自体が壊れると、そんな議論では危ない

というようなことを強調してるんです。 

 

○坂田孝志委員 流域全体で見てほしいな、

流域全体で。 

 

○山口裕委員長 今、山本先生が、たしかお

示しされた資料というのは、検討する場で積

み上げた対策の効果を見込んだ上で、目標と

する流量に対し、流下能力が不足するという

ことを地図であらわした資料だと思うんです

よね。 

 

○山本伸裕委員 そうですね。 

 

○山口裕委員長 それで、直接的に治水安全

度なんていう言葉につながる――実は、その

安全度はどうなのかというのは最終的にそう

いう数字によっていくんでしょうけれども、

今は、検討する場で、しっかり実現可能なも

のだったり、それでも実現はできないけれど

も、こういう案もあるのじゃないかというこ

とも、しっかり俎上に乗せて検討する材料に

しようということですので、まあ、さまざま
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な御心配であるとか、この資料から見ても、

じゃあ川辺川大丈夫かと言われると、私もい

ささかちょっと不安にはなるけれども、これ

は議論の過程で一つの材料として示されたも

のであって、もうちょっと静観して、冷静

に、今積み上げておられる、じゃあ本当に河

川整備につながるような方策を、いろんな

方、国、自治体、県も含めてですけれども、

求めていく必要があるのではないかと私は思

うので、これ以上何かお尋ねになられても、

ちょっと整理ができないかなというふうに感

じるので、この辺でよろしいですか。 

 

○山本伸裕委員 結構です。 

 

○山口裕委員長 済みません。 

 ほかに報告に対する質疑はありませんか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 なければ、これで報告に対

する質疑を終了いたします。 

 ここで私のほうから、12月の本委員会で取

りまとめを御一任いただきました「平成28年

度建設常任委員会における取り組みの成果」

について、お手元に配付のとおり案を作成し

ましたので、御説明いたします。 

 この常任委員会における取り組みの成果

は、今年度の本委員会の審議の中で、委員か

ら提起された課題や要望等の中から、取り組

みが進んだ主なものを取り上げ、３月に県議

会のホームページで公表するものです。 

 なお、項目の選定等に当たっては、副委員

長及び執行部と協議し、本委員会として、４

項目の取り組みを選定した案を作成いたしま

した。 

 いずれの項目も、本委員会の審議により取

り組みが進んだもの、あるいは課題解決に向

けた検討や調査が動き出したものを選定して

おります。 

 これらの項目以外にも、提起された課題や

要望等につきましては、執行部で調査、検討

等を進められておりますが、特に、これらの

４項目を具体的な取り組みが進んでいるもの

として取り上げました。 

 それでは、この案につきまして、何か御意

見等がありましたら表明いただけませんでし

ょうか。 

 

○山本伸裕委員 要望でございますが、県道

熊本高森線の４車線化問題には、ぜひ住民の

要望を尊重しつつ、その心配、不安に応えな

がらというようなところは、表現上入れられ

ないでしょうか。 

 

○山口裕委員長 先ほど議案審議の過程にお

いても、そのような配慮もなさっていらっし

ゃいますし、確かに、さまざまな御懸念や御

心配があるやとも思っておりますが、今回、

現地相談窓口の設置については、住民にとっ

ては、例えば、町の事業であろうが、県の事

業であろうが関係がありませんし、そういっ

た中で事業を進める、先ほど説明にもあった

時間的な制約をどのように解消していくの

か、そういったことを考えれば、これは一つ

の山本委員の御意見にも耳を傾けた内容では

ないかと私は思いますので、その点について

は御理解いただけないでしょうか。 

 

○山本伸裕委員 了解しました。 

 

○山口裕委員長 ほかに御意見はございませ

んか。 

  （｢ありません」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 では、この案でホームペー

ジに掲載したいと思いますので、よろしくお

願いします。 

 それでは、その他、何かございませんでし

ょうか。 

  （｢なし」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 なければ、以上で本日の議

題は全て終了いたしました。 
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 以上をもちまして第７回建設常任委員会を

閉会いたします。 

  午後０時21分閉会 

――――――――――――――― 

○山口裕委員長 この３月末をもちまして県

を御勇退される４名の方がいらっしゃいま

す。 

 私の特権ではありますが、この４名の方に

それぞれ御挨拶をいただきたいと思います

が、皆様よろしいでしょうか。 

  （｢はい」と呼ぶ者あり) 

○山口裕委員長 それではまず、松永道路都

市局長からお願いいたします。 

  （道路都市局長～砂防課長の順に挨拶） 

○山口裕委員長 ありがとうございました。

何か歴史を感じたり、何か示唆に富む言葉が

多かったので、何かちょっと感慨深いものが

ありました。 

 本日が今年度最後の委員会でございますの

で、私のほうからも一言御挨拶をさせていた

だきます。 

 委員の皆様におかれましては、この１年

間、田代副委員長ともども委員会運営に努め

てまいりました。その上では、皆さん御指

導、御協力いただきまして、熱心に委員会審

議ができたことは大変よかったことかなと思

っております。改めて深く感謝いたします。 

 また、手島部長初め執行部の皆様におかれ

ましては、本当に激務の中にあっても我々の

意見等々を参酌いただきながら、諸課題に向

き合っていただいた姿勢には本当に感謝する

ところです。ありがとうございました。 

 当初、地震が起きなければ、今年度は厳し

い課題が突きつけられていたと想定しており

ます。それは何かというと、災害等の公共事

業費も削減する中で、建設業の新たな方向性

をどう示すかということが私に課せられた大

きな課題かなと思っておりました。しかしな

がら、４月14日に発生した熊本地震において

その状況は大きく激変し、皆さんのお仕事は

もとより、この業にかかわる建設業全ての皆

さんに、本当にこれまでにない骨折りをいた

だいたのかなというふうに思っております。

その現場を改めて見て、本当に今回の熊本地

震への対応が厳しいものであるなということ

も痛感しておりますし、そしてまた、次にど

うやって進めていこうか、この１年間、かな

り考えさせられた、政治家としても考えさせ

られた１年だったと思っております。 

 そのような中で、先ほどもありましたとお

り、俵山バイパスの開通というような、復旧

が進む、そんなニュースは、私もそうであり

ますし、そしてまた皆さんもそうでありまし

ょうし、そして、何よりも南阿蘇の皆さんの

あの喜びようは本当にかけがえのないものだ

なというふうに思いました。現場では激務が

あったと聞いております。24時間作業をした

というお声も聞きました。そういった中にお

いても、あれだけ地域の皆さんが喜び、そし

て、その過程においては、炊き出しをして現

場作業員を勇気づけたなんていう美しい話も

あって、本当にこの１年間、熊本地震に向き

合うことによって、さまざまな面を感じ取れ

たのは事実であります。 

 先ほど勇退の皆さんのほうからもありまし

たとおり、管外視察においては、兵庫県、そ

して新潟県、訪れましたけれども、今でも復

興と名のついた課や部署があるのは事実で

す。早期に、いろんな時間的制約がありなが

らも結果を出していく、しかしながら、長年

かけて復興を目指して着実に歩みを進めてい

く、そして責任を持ってやり遂げる。すごく

長いこの熊本地震からの復旧、復興になるか

と思いますけれども、みんなで力を合わせて

やり遂げることができたらと思っておりま

す。 

 どうぞ、我々も頑張ります。執行部の皆さ

んが頑張っていただいて、そして、復旧、復

興にかかわる皆さんに、一筋と言わず、何か

明るい材料、明るい光明を与えることができ
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たらというふうに思いますので、どうぞ今後

とも、健康に留意しながら、御尽力いただき

ますことをお願いしまして、御挨拶といたし

ます。 

 本日までありがとうございました。(拍手) 

 それでは、先輩議員であります田代副委員

長からも一言お願いします。 

 

○田代国広副委員長 ここにせっかく事務局

のほうですばらしい挨拶をつくってあります

ので、これを葬るのはいささかもったいない

ので、朗読させていただきます。 

 この１年間、山口委員長のもとで委員会運

営に努めてまいりましたが、委員各位には、

充実した委員会運営に御協力を賜りますとと

もに、熱心に御審議いただき、まことにあり

がとうございました。 

 また、執行部におかれましても、手島土木

部長を先頭に、熊本地震からの早期の復旧、

復興など、直面する重要課題等に迅速かつ真

摯に取り組んでいただき、心より厚く御礼申

し上げます。 

 今後とも、当委員会で議論されましたこと

を踏まえ、県政、あるいは建設産業の発展の

ため、しっかり頑張っていただきたいと思い

ます。 

 委員の先生方並びに執行部の皆様にはまこ

とにありがとうございました。お世話になり

ました。(拍手) 

 

○山口裕委員長 それでは、以上で本日の委

員会を終了いたします。 

 皆様大変お疲れさまでした。ありがとうご

ざいました。 

  午後０時35分 
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